
令和　　６年 小学部　５年（ Ⅱ課程A ）生活科　年間指導計画

担当者 教科書/副教材

せいかつ
☆/☆☆/☆☆☆

一般図書

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

20

(知及技)簡単な日常の挨拶や
簡単な質問に答えることができ
る(小3段階)
(思判表力)見聞きしたことや遊
んだこと、昨日の出来事を発表
などで表現できる(小3段階)
(学・人)教師や友達と挨拶し
合ったり、他者とのやりとりに対
して、進んで答えようとしたり、
関わろうとしたりすることができ
る(小3段階)

(知・技)簡単な日常の挨拶
や簡単な質問に答えている

(思・判・表)見聞きしたこと
や遊んだこと、昨日の出来
事を発表などで表現してい
る
(主学)教師や友達と挨拶し
合ったり、他者からの関わり
に対して、進んで答えようと
したり、関わろうとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・自己紹介をしよ
う
・話してみよう
・朝ご飯何食べ
た？
・昨日のできごと
発表

【人との関わり】
・進んで周りの人に挨
拶をするなど、関わりを
持つ。
・呼名されたときに挙
手や発声などで返事を
する。
・教師の支援を受けな
がら、簡単な出来事等
を思い出したり、考えた
りして発表する。

10

(知及技)日常生活の安全や防
災に関わる知識や技能を身に
付けることができる(小3段階)
(思判表力)安全や防災につい
て身に着けた態度や約束を
守って過ごすことができる(小3
段階)
(学・人)安全や防災に関わる
知識や技能を、自ら進んで身に
付けようとすることができる(小
3段階)

(知・技)日常生活の安全や
防災に関わる知識や技能
を身に付けている

(思・判・表)安全や防災に
ついて身に付けた態度や約
束を守って過ごしている
(主学)安全や防災に関わ
る知識や技能を、自ら進ん
で身に付けようとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・安全のきまりや
きけんよそくを立
てよう
・交通安全教室

【安全】
・「交通安全教室」「校
外学習」「階段や段差
などに注意して歩く」
「横断歩道の渡り方」
等
・交通ルールを学び、教
師と一緒に疑似横断
歩道を渡り体験する。
・校門前の信号機で実
体験する。
・交通ルールに関する
絵本や紙芝居、DVD等
を視聴する。

一
学
期

単位数
/配当時

児童生徒について

330 小学部５年（１３名）

目標：（知及技）知識及び技能　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：（知及技）知識及び技能　(思・判・表)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等

年間目標

(知及技)活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴のよさ、それらの関
わり等に気付くとともに、生活に必要な習慣や技能を身に付けることができる(小３段階)
(思判表力)自分自身や身の回りの生活のことや、身近な人々、社会及び自然と自分との関わりについ
て理解し、考えたことを表現することができる(小３段階)
(学･人)自分のことに取り組んだり、身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学
んだり、生活を豊かにしようとしたりすることができる(小３段階)



30

(知及技)植物栽培を通して、そ
の特徴に気付き、収穫物を調
理して料理することができる(小
3段階)
(思判表力)栽培を通して、生き
物やの興味や関心を持ったり、
天候や季節の特徴に関心を
持ったりすることができる(小3
段階)
(学・人)教師と一緒に収穫した
野菜を使って簡単な調理するこ
とができる(小3段階)

(知・技)植物栽培を通して、
その特徴に気付き、収穫物
を調理している
(思・判・表)栽培を通して、
生き物やの興味や関心を
持ったり、天候や季節の特
徴に関心を持ったりしてい
る
(主学)教師と一緒に収穫し
た野菜を使って簡単な調理
をしようとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・花や野菜を育
てよう
・天気を確認しよ
う

【生命自然】
・教師と一緒に季節の
野菜や花の栽培、収
穫、観察をしたり、身近
な自然に触れる。
・教師と一緒に栽培し
た野菜で簡単な調理
学習をする

20

(知及技)係別のグループで友
達と一緒に自分の役割を果た
すことができる(小3段階)
(思判表力)活動の見通しを
持って、工夫して行動することが
できる(小3段階)
(学・人)主体的に役割を果たし
たり、友達や先生と協力したり
しながら役割を果たすことがで
きる(小3段階)

(知・技)係別のグループで
友達と一緒に自分の役割
を果たしている
(思・判・表)活動の見通し
を持って、工夫して行動して
いる
(主学)主体的に役割を果
たしたり、友達や先生と協
力したりしながら役割を果
たそうとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・自分の作業を
がんばろう
・宿泊学習のじゅ
んびをしよう

【役割】
・「宿泊学習事前学習・
事後学」等
・教師の援助を求めな
がら友達と一緒に係活
動に取り組む。
・活動の準備や片付け
などに取り組む。

25

(知及技)直近の予定が分か
り、見通しをもって過ごすことが
できる(小3段階)
(思判表力)予定が変更した場
合に落ち着いて対応することが
できる(小3段階)
(学・人)見通しを持って一人で
行動できることを増やし、自信
を持って学ぶことができる(小3
段階)

(知・技)直近の予定が分か
り、見通しをもって過ごして
いる
(思・判・表)予定が変更し
た場合に落ち着いて対応し
ている
(主学)見通しを持って一人
で行動できることを増やし、
自信を持って学ぼうとして
いる
【評価資料】
活動の様子を評価する

・一週間の予定
を立てよう
・一ヶ月の予定
を知ろう
・宿泊学習の行
程を知ろう

【日課】
・「朝の会・帰りの会」
「移動教室」「カードや
絵カードでの授業の確
認」等
・本日及び明日に取り
組む日課の確認や振り
返りを行う。
・各授業の流れを確認
する。

5

(知及技)洗髪や入浴、寝具の
準備や後片付けができる(小3
段階)
(思判表力)必要な身辺処理や
集団での基本的生活習慣を理
解し、表現できる(小3段階)
(学・人)自ら進んで行動しよう
とすることができる(小3段階)

(知・技)洗髪や入浴、寝具
の準備や後片付けをしてい
る
(思・判・表)必要な身辺処
理や集団での基本的生活
習慣を理解し、表現してい
る
(主学)自ら進んで行動しよ
うとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・宿泊学習の準
備をしよう

【基本的生活習慣】
・活動の一連の流れを
覚え、または活動表を
確認しながら自分で取
り組む。
・支援が必要な時は自
分から求める。

一
学
期



一
学
期

10

(知及技)調理行程の計画や分
担する仕事ができる(小3段階)
(思判表力)活動の見通しを
持って、夕ご飯を作ることがで
きる(小3段階)
(学・人)主体的に役割を果たし
たり、様々な人と協力しながら、
役割を果したりすることができ
る(小3段階)

(知・技)調理行程の計画や
分担する仕事をしている
(思・判・表)活動の見通し
を持って、夕ご飯を作ってい
る
(主学)主体的に役割を果
たし、様々な人と協力しなが
ら、役割を果たそうとしてい
る
【評価資料】
活動の様子を評価する

・宿泊学習で夕
ご飯を作ろう

【役割】
・活動の一連の流れを
覚え、または活動表を
確認しながら自分で取
り組む。
・支援が必要な時は自
分から求める。

70

(知及技)日常生活に必要な身
辺処理に関する知識や技能を
身につけることができる(小3段
階)
(思判表力)身の回りの生活の
ことや身近な人々と自分の関わ
り方を理解し、考えたことを表
現することができる(小3段階)
(学・人)自ら進んで、自分のこ
とに取り組んだり、生活に生か
そうとすることができる(小3段
階)

(知・技)日常生活に必要な
身辺処理に関する知識や
技能を身につけている
(思・判・表)身の回りの生
活のことや身近な人々と自
分の関わり方を理解し、考
えたことを表現している
(主学)自ら進んで、自分の
ことに取り組んだり、生活に
生かそうとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・身の回りのこと
を丁寧にやろう

【基本的生活習慣】
①・「持ち物の整理」
「登校時の健康観察」
「衣服の着脱」「排泄」
「清潔」「食事」「水分
補給」「手洗い・うがい
「食後の片付け」「配
膳」等
・活動の一連の流れを
覚え、または活動表を
確認しながら自分で取
り組む。
・支援が必要な時は自
分から求める。

20

(知及技)おもちゃや遊具の収
納場所がわかる(小3段階)
(思判表力)自分から進んで収
納場所に片づけることができる
(小3段階)
(学・人)自分から進んでおも
ちゃや遊具の片づけができる
(小3段階)

(知・技)おもちゃや遊具の
収納場所を理解している
(思・判・表)自分から進ん
で収納場所に片づけている
(主学)自分から進んでおも
ちゃや遊具の片づけをしよ
うとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・進んで片づけ
よう
ルールのある遊
び

【遊び】
・簡単なルールの遊び
を楽しむ。
・使用した道具の準備
や後片付けを行う。

20

(知及技)友達と一緒にルール
のある遊びや順序を守って、遊
ぶことができる(小3段階)
(思判表力)ルールのある遊び
や順序を理解し、発表などで表
現することができる(小3段階)
(学・人)自らルールのある遊び
に参加することができる(小3段
階)

(知・技)友達と一緒にルー
ルのある遊びや順序を守っ
て、遊んでいる
(思・判・表)ルールのある遊
びや順序を理解し、発表な
どで表現している
(主学)自らルールのある遊
びに参加しようとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・プレイルームで
遊ぼう
・順番を守ろう
・中庭で遊ぼう
・考えて遊ぼう

【遊び】
・感触遊びや感覚遊び
を通して様々な刺激を
感じ、感覚機能を高め
る。
・季節的行事について
知り、季節的な遊びを
楽しむ。
・簡単なルールの遊び
を楽しむ。

二
学
期



20

(知及技)野菜の特徴や育て方
について理解することができる
(小3段階)
(思判表力)植物の成長や変化
に気付き、伝えることができる
(小3段階)
(学・人)自ら野菜の成長につい
て、発表ができる(小3段階)

(知・技)野菜の特徴や育て
方について理解している
(思・判・表)植物の成長や
変化に気付き、伝えている
(主学)自ら野菜の成長に
ついて、発表しようとしてい
る
【評価資料】
活動の様子を評価する

・野菜を育てたこ
とを発表しよう

【生命自然】
・教師と一緒に季節の
野菜や花の栽培、収
穫、観察をしたりする。
・気づいたことを記録し
たり、発表したりする。

40

(知及技)草木や木の実、落ち
葉などを集めたり、植物と触れ
合ったりすることができる(小3
段階)
(思判表力)生命や自然の特徴
や変化がわかり、それらを表現
することができる(小3段階)
(学・人)自ら生命や自然と触れ
合おうとすることができる(小3
段階)

(知・技)草木や木の実、落
ち葉などを集めたり、植物と
触れ合っている
(思・判・表)生命や自然の
特徴や変化がわかり、それ
らを表現している
(主学)自ら生命や自然とふ
れ合おうとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・自然に触れよう
・春夏秋冬変わ
る季節

【生命自然】
・教師と一緒に木の実
や落ち葉などを拾って
遊ぶ。

20

(知及技)十三祝いの計画や実
施にむけて自分の役割を理解
し、準備することができる(小3
段階)
(思判表力)十三祝いの準備す
ることについて、アイディアを出
したり、自分ができる仕事を選
んだりすることができる(小3段
階)
(学・人)自ら十三祝いの計画や
実施に向けての役割を果たそう
とすることができる(小3段階)

(知・技)十三祝いの計画や
実施にむけて自分の役割を
理解し、準備している
(思・判・表)十三祝いの準
備することについて、アイ
ディアを出したり、自分がで
きる仕事を選んだりしている
(主学)自ら十三祝いの計
画や実施に向けての役割を
果たそうとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・十三祝いをしよ
う

【手伝い・仕事】
・十三祝いに向けて、係
りを決めたり、プログラ
ムを決めたりする。
・教師の援助を求めな
がら友達と一緒に係活
動に取り組む。

20

(知及技)自分の成長の振り返
りを通して、身近な人との簡単
な応対するための知識や技能
を身に付けることができる(小3
段階)
(思判表力)身近な人と自分と
の関わりがわかり、それを他者
に伝えることができる（小3段
階）
(学・人)自分から家族に質問を
したり、進んで発表したり、身の
回りの人に感謝したりすること
ができる(小3段階)

(知・技)自分の成長の振り
返りを通して、身近な人との
簡単な応対するための知識
や技能を身に付けている
(思・判・表)近な人と自分と
の関わりがわかり、それを
他者に伝えている
(主学)自分から家族に質
問をしたり、進んで発表した
り、身の回りの人に感謝した
りしようとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・十三祝い
・僕、私の名前の
意味
・生まれた時の
家族の気持ち
・僕、私の家族に
ついて
・こんなに大きく
なったよ

【人との関わり】
・家族へのインタビュー
や幼い頃の写真などを
見て、自分成長を振り
返る。

三
学
期



令和６年度 小学部５年（　Ⅱ課程Ａ）国語科　年間指導計画

担当者 教科書/副教材

こくご☆/☆☆/☆☆☆
一般図書

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

【聞くこと・話すこと】
（知及技）姿勢や口形に気
を付けて話すことができる。
(小3段階ア(イ))
（思判表力）読み聞かせを
聞いて、言葉の響きやリズム
に親しみ、登場人物や話の
大まかな内容が分かる。(小
3段階Aア)
（学・人）身近な人の話を聞
き、大体の内容を聞き取と
り、相手の気持ちを感じ取
る(小3段階Aア)

【聞くこと・話すこと】
（知・技）様々な語句や分を
使用した表現方法を学ぼう
としている。
（思・判・表）読み聞かせを
聞いて言葉の響きやリズム
に親しみ登場人物や話の
大まかな内容を知ろうとす
る。
（主学）身近な人の話を聞
き、大体の内容を聞き取と
り、相手の気持ちを感じ取
ろうとする。
【評価資料】
活動の様子で評価する

話してみよう
絵本を見よう
お話し楽しいな

・教師の説明を聞き、絵に表
された動作をまねたり、場面
に即した言葉で表現したり
する。
・教師との関わりを楽しみな
がら、好きな絵本の読み聞
かせを聞いたり、見たりす
る。
・教師や司書教諭の読み聞
かせを聞く（絵本、紙芝居、
パネルシアター、エプロンシ
アター等）

【読むこと】
（知及技）読み聞かせなど
に親しみ、いろいろな絵本
や図鑑があることを知る。
(小３段階ウ(エ))
（思判表力）絵本などを読
み、登場人物の行動や場面
の様子などを想像する。（小
３段階Cア）
（学・人）日常生活に必要
な語句や文等を読み、必要
な物を選んだり行動したり
する。（小３段階Cウ）

【読むこと】
（知・技）読み聞かせなどに
親しみ、いろいろな絵本や
図鑑があることを知ろうとし
ている。
（思・判・表）絵本などを読
み、登場人物の行動や場面
の様子などを想像しようと
している。
（主学）日常生活に必要な
語句や文等を読み、必要な
物を選んだり行動しようと
する。
【評価資料】
活動の様子で評価する

いろいろな本
に親しもう
絵本を読もう
①
絵本を読もう
（演じてみよ
う）

・身近に見られる標識や
マークを見て、場所や行動
を表されていることを知る。
・絵本や図鑑から標識や
マークを探し、その意味を知
る。
・教師と一緒に絵本を読み、
登場人物や絵本の内容に
ついて質問したり、わかりや
すい場面を一緒に想像した
りする。
・友達の名前や食べ物、体
の部位などを表す言葉を知
る。
・特徴的な動作を行うことや
実物を見ながら質問に答
え、名前と実際の物を関連
づける。

一
学
期

55

単位数
/配当時

児童生徒について

148 小学部5年(13名)

目標：（知及技）知識及び技能　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：（知及技）知識及び技能　(思・判・表)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等

年間目標

(知及技)日常生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語言語文化に触
れ、親しむことができるようにする。（小3段階）
（思判表力）出来事の順序を思い出す力や感じたり想像したりする力を養い、日常生活における人との
関わりの中で伝え合う力を身に付け、思いついたり考えたりすることができるようにする。(小3段階）
（学・人）言葉が持つ良さを感じるとともに、図書に親しみ、思いや考えを伝えたり受け止めたりしようと
する態度を養う。(小3段階)
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【書くこと】
（知及技）姿勢や筆記具の
持ち方を正しくし，平仮名や
片仮名の文字の形に注意
しながら丁寧になぞったり
書くことができる。(小３段階
ウ(ウ)イ)
（思判表力）見聞きしたり，
経験したりしたことについ
て，簡単な語句や短い文を
書くことができる。（小３段
階Bウ）
（学・人）言葉を用いて自分
のイメージや思いを具体化
したり相手と共有したりして
新しい語彙や表現方法が
獲得できる。

【書くこと】
（知・技）手本を見て、姿勢
を正したり、文字の形を意
識して書こうとしている。

（思・判・表）書きたい内容
を自分で考え、文を書こうと
している。

（主学）読み聞かせに合わ
せて、身振りで内容を表現
したり、教師と一緒に音読し
たりしようとする。
【評価資料】
活動の様子で評価する

書いてみよう
（日記、作文、
手紙）

・日記（いつ、どこで、だれ
が、何をした、自分の気持
ち）、手紙（学校間交流、母
の日、父の日、宿泊学習の
お礼、居住地校交流）、作文
等を書く
・暑中お見舞い

【聞くこと・話すこと】
（知及技）相手の話を聞い
て、自分の思いを相手に伝
えたり、相手の思いを受け
止めたりする。(小３段階A
カ)
（思判表力）見聞きしたこと
などのあらましや自分の気
持ちなどについて思いつく
（小３段階Aウ）
（学・人）経験したこと思い
浮かべ伝えたいことを考え
る。（小3段階Aイ）

【聞くこと・話すこと】
（知・技）相手の話を聞い
て、自分の思いを相手に伝
えたり、相手の思いを受け
止めたりしようとする。
（思・判・表）見聞きしたこと
のあらましや自分の気持ち
などについて思いをめぐら
せようとする。
（主学）経験したこと思い浮
かべ伝えたいこと考えようと
している。
【評価資料】
活動の様子で評価する

話し合いをしよ
う
発表しよう
伝えよう（い
つ、どこで、だ
れが）

・絵を見たり、校内で見たこ
とを思い出したりしながら、
自分で見たことや見て思っ
たことを友達に紹介する。
・それぞれの場面に合った
言葉や動作を考えてやりと
りしたり、発表したりする。

【読むこと】
（知及技）日常生活でよく
使う促音、長音などが含ま
れた語句、平仮名、片仮名、
漢字の正しい読み方を知る
ことができる。(小３段階ア
(ウ))
（思判表力）絵本などを読
み、時系列に沿って大まか
なあらすじを捉えることがで
きる。（小３段階Cイ）
（学・人）絵本などの登場人
物になったつもりで、音読し
たり演じたりする。(小3段階
Cエ)

【読むこと】
（知・技）促音や長音、ひら
がな等、言葉の響きやリズ
ムに親しもうとしている。

（思・判・表）絵本などを読
み、時系列に沿って大まか
なあらすじを捉えようとして
いる。
（主学）絵本などの登場人
物になったつもりで、音読し
たり演じたりしようとする。
【評価資料】
活動の様子で評価する

いろいろな本
に親しもう
絵本をよもう②
絵本をよもう
（演じてみよう
②）

・絵に合った文字を正しく組
み合わせ、音節を意識しな
がら読む。
・似ている文字を絵を手が
かりに読み分ける。
・教師と一緒に絵本を読み、
登場人物や絵本の内容に
ついて考える。

二
学
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【書くこと】
（知及技）姿勢や筆記具の
持ち方を正しくし，平仮名や
片仮名の文字の形に注意
しながら丁寧になぞったり
書くことができる。(小３段階
(ウ)イ)
（思判表力）見聞きしたり，
経験したりしたことについ
て，簡単な語句や短い文を
書くことができる。（小３段
階Bウ）
（学・人）言葉を用いて自分
のイメージや思いを具体化
したり相手と共有したりして
新しい語彙や表現方法が
獲得できる。

【書くこと】
（知・技）手本を見て、姿勢
を正したり、文字の形を意
識して書こうとしている。

（思・判・表）書きたい内容
を自分で考え、文を書こうと
している。

（主学）読み聞かせに合わ
せて、身振りで内容を表現
したり、教師と一緒に音読し
たりしようとする。
【評価資料】
活動の様子で評価する

書いてみよう
（日記、作文、
手紙）

・日記（いつ、どこで、だれ
が、何をした、自分の気持
ち）、手紙（学校間交流、居
住地校交流、勤労感謝の
日）、作文等を書く
・年賀状

【読むこと】
（知及技）言葉には，意味に
よる語句のまとまりがあるこ
とに気付くことができる。(小
３段階ア(エ))
（思判表力）絵本や易しい
読み物などを読み，挿絵と
結び付けて登場人物の行
動や場面の様子などを想
像することができる。（小３
段階Cウ(ア)）
（学・人）学んだ言葉を活か
して使用して相手に伝えた
り、文章を考えたりできる。

【読むこと】
（知・技）言葉のまとまりに
や語句の意味に気づきな
がら文章を読もうとしてい
る。
（思・判・表）他者の気持ち
や場面を想像しながら話を
聞いた入り、読もうとしてい
る。

（主学）伝えようとすること
に関心を持って読んだり聞
いたりしようしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

絵本をよもう③ ・どんな気持ちかを考え「わ
たしは～です」に気持ちを表
す言葉を入れる。
「どうしてかというと～だから
です」に理由となる出来事
を入れる。聞いたことについ
て感想を言ったり、理由を尋
ねたりする。

【書くこと】
（知及技）姿勢や筆記具の
持ち方を正しくし，平仮名や
片仮名の文字の形に注意
しながら丁寧になぞったり
書くことができる。(小３段
階)
（思判表力）見聞きしたり，
経験したりしたことについ
て，簡単な語句や短い文を
書くことができる。（小３段
階Bウ）
（学・人）言葉を用いて自分
のイメージや思いを具体化
したり相手と共有したりして
新しい語彙や表現方法が
獲得できる。

【書くこと】
（知・技）手本を見て、姿勢
を正したり、文字の形を意
識して書こうとしている。

（思・判・表）書きたい内容
を自分で考え、文を書こうと
している。

（主学）読み聞かせに合わ
せて、身振りで内容を表現
したり、教師と一緒に音読し
たりしようとする。
【評価資料】
活動の様子で評価する

書いてみよう
（日記、作文、
手紙）

・日記（いつ、どこで、だれ
が、何をした、自分の気持
ち）、手紙（13祝い家族に
感謝の気持ちを伝えよう）、
作文等を書く
・書き初め

三
学
期

34



令和　6年 小学部　5年（　Ⅱ課程Ａ）算数科　年間指導計画

担当者 教科書/副教材

算数☆☆☆

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

（知及技）数える対象を２ずつ
や５ずつのまとまりで数えるこ
とができる。（小３段階A数と計
算ア（ア）㋒）
（思判表力）数のまとまりに着
目し、数の数え方や数の大きさ
の比べ方、表し方について考
え、学習や生活で生かすことが
できる。（小３段階A数と計算ア
（イ）㋐）
（学・人）数量の違いを理解し、
算数で学んだことのよさや楽し
さを感じながら学習や生活に
活用しようとすることができる。
（小３段階A数と計算ウ）

（知・技）数える対象を２ず
つや５ずつのまとまりで数え
ている。
（思・判・表）数のまとまりに
着目し、数の数え方や数の
大きさの比べ方、表し方に
ついて考え、学習や生活で
生かしている。
（主学）数量の違いを理解
し、算数で学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学習
や生活に活用しようとしてい
る。
【評価資料】
活動の様子を観察やプリン
トで評価する。

単元１：「まと
めて　かぞえま
しょう」
・２ずつ　かぞ
えましょう
・５ずつ　かぞ
えましょう

・２飛びや５飛びの数唱を
したり、数える対象を２ず
つのまとまりや５ずつのま
とまりで数えたりする。
・２個のさくらんぼの上に
自分の２本の指を置き、
「に」「し」「ろく」とまとまり
を意識して数える。
・皿に５個ずつ乗ったりん
ごを数える。５個のりんご
の上に５本の指を置き、
「ご」「じゅう」「じゅうご」と
「５個」のまとまりを自分の
指で確認しながら数える。

（知及技）数を10のまとまりと
して数えたり、10のまとまりと
端数に分けて数えたり書き表し
たりすることができる。（小３段
階A数と計算ア（ア）㋓）
（思判表力）数のまとまりに着
目し、数の数え方や数の大きさ
の比べ方、表し方について考
え、学習や生活で生かすことが
できる。（小３段階A数と計算ア
（イ）㋐）
（学・人）数量の違いを理解し、
算数で学んだことのよさや楽し
さを感じながら学習や生活に
活用しようとすることができる。
（小３段階A数と計算ウ）

（知・技）数を10のまとまり
として数えたり、10のまとま
りと端数に分けて数えたり
書き表したりしている。
（思・判・表）数のまとまりに
着目し、数の数え方や数の
大きさの比べ方、表し方に
ついて考え、学習や生活で
生かしている。
（主学）数量の違いを理解
し、算数で学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学習
や生活に活用しようとしてい
る。
【評価資料】
活動の様子を観察やプリン
トで評価する。

単元１：「10
のまとまり」
・いろいろな
10
・10ずつ　か
ぞえましょう

・10のまとまりを一つのま
とまりとして意識し、いろい
ろな物を10のまとまりとし
て数える。
・ショートケーキ10個入り
の箱やカラーボールペン
の10本セット、10個入り
の卵など身の回りの具体
物を用いて10のまとまり
を数えたり10のまとまりが
いくつあるか数えたりす
る。

年間目標

（知及技）身の回りにある数量や図形などについて、基礎的・基本的な概念や性質などに気付き理解す
る力を身に付けるようにする。（小３段階）
（思判表力）身の回りの事象の中から、数量や図形を直感的に捉える力、基礎的・基本的な数量や図形
の性質などを感じ取る力を養う。（小３段階）
（学・人）数学的活動の楽しさに気付き、関心や興味を持ち、算数で学んだことを学習や生活に活用しよ
うとする態度を養う。(小３段階)

単位数
/配当時

児童生徒について

111 小学部5年(13名)

目標：（知及技）知識及び技能　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：（知及技）知識及び技能　(思・判・表)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等

一
学
期
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（知及技）具体物を使って形を
作ったり分解したりすることが
できる。(小３段階B図形ア
（ア）㋑）
（思判表力）身の回りにあるも
のの形を図形として捉えること
ができる。（小３段階B図形ア
（イ）㋑）
（学・人）図形や数量の違いを
理解し、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学習や
生活に活用しようとすることが
できる。（小３段階B図形ウ）

（知・技）具体物を使って形
を作ったり分解したりしてい
る。
（思・判・表）身の回りにある
ものの形を図形として捉え
ている。
（主学）図形や数量の違い
を理解し、算数で学んだこと
のよさや楽しさを感じながら
学習や生活に活用しようと
している。
【評価資料】
活動の様子を観察やプリン
トで評価する。

単元１：「かた
ちづくり」

・色版などを組み合わせる
活動を通して平面図形に
親しむことで、図形につい
ての感覚を豊かにしていく
こと。

（知及技）日常生活の中で時
刻を読むことができる。（小３段
階C測定イ（ア）㋐）
（思判表力）時刻の読み方を
日常生活に生かして、時刻と生
活とを結び付けて表現すること
ができる。（小３段階C測定イ
（イ）㋐）
（学・人）数量や図形の違いを
理解し、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学習や
生活に活用しようとすることが
できる。（小３段階C測定ウ）

（知・技）日常生活の中で
時刻を読もうとしている。
（思・判・表）時間の単位
（日、午前、午後、時、分）に
ついて知り、それらの関係を
理解している。
（主学）数量や図形の違い
を理解し、算数で学んだこと
のよさや楽しさを感じながら
学習や生活に活用しようと
している。
【評価資料】
活動の様子を観察やプリン
トで評価する。

単元１：「とけ
い」
・学校のせい
かつ
・ながいはり、
みじかいはり
・ながいはり
・みじかいはり
・なんじでしょ
う

・時刻に関心をもって時計
に親しんだり、「○時」とい
う読み方や「○：00」とい
う書き方に慣れる。
・時計には長針と短針や
12までの数字の付いた文
字盤があることを知り、長
針が一周すると短針が１
時間分進むことに気付け
るようにする。
・長針と短針の動き方、10
分刻みの時刻の読み取り
や○時を正確に読み取
る。

（知及技）数を10のまとまりと
して数えたり、10のまとまりと
端数に分けて数えたり書き表し
たりすることができる。A数と計
算ア（ア）㋓
（思判表力）数のまとまりに着
目し、数の数え方や数の大きさ
の比べ方、表し方について考
え、学習や生活で生かすことが
できる。A数と計算ア（イ）㋐
（学・人）数量の違いを理解し、
算数で学んだことのよさや楽し
さを感じながら学習や生活に
活用しようとすることができる。
（A数と計算ウ）

（知・技）１位数と２位数との
和が20までの加法の計算
している。
（思・判・表）日常の事象に
おける数量の関係に着目
し、計算の意味や計算の仕
方を見付け出したり、学習や
生活で生かしている。
（主学）数量の違いを理解
し、算数で学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学習
や生活に活用しようとしてい
る。【評価資料】
活動の様子を観察やプリン
トで評価する。

単元１：「20
までのかずの
たしざん」
単元２：「けい
さんしましょ
う」
・20までのか
ずの　たしざ
ん

・20まどの数について、数
の構成や加法の意味を表
す用語について具体的な
な操作を通して理解する。
・絵を見ながら問題文を
読んで内容を把握し、加
法が用いられている事を
捉えるようにする。
・１位数と１位数との繰り
上がりのある加法や和が
20までの１位数と2位数
との加法について、問題文
を読んで式を立て、計算す
る。
・加法の式を読んで、加法
が用いられる具体的な場
面を表せるようにする。

24
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（知及技）１位数と２位数との
和が20までの加法の計算が
できる。A数と計算イ（ア）㋓
（思判表力）日常の事象にお
ける数量の関係に着目し、計
算の意味や計算の仕方を見付
け出したり、学習や生活で生か
したりすることができる。A数と
計算イ（イ）㋐
（学・人）数量の違いを理解し、
算数で学なんだことのよさや
楽しさを感じながら学習や生
活に活用しようとすることがで
きる。(A数と計算ウ）

（知・技）１位数と２位数との
和が20までの加法の計算
している。
（思・判・表）日常の事象に
おける数量の関係に着目
し、計算の意味や計算の仕
方を見付け出したり、学習や
生活で生かしている。
（主学）数量の違いを理解
し、算数で学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学習
や生活に活用しようとしてい
る。

単元1：「のこ
りはいくつ」➀
➁

単元２：「ちが
いはいくつ」

・もとの数量から「取り去
る」「減らす」という日常の
具体的な操作を通して二
つの数の「どちらが」「いく
つ」多い少ない彼の地が
揖斐着目したり、用語を
使ったりする。

（知及技）減法が用いられる救
残や減少等の場合について理
解することができる。（小３段階
A数と計算イ（ア）㋔）
（思判表力）日常の事象にお
ける数量の関係着目し、計算
の意味や計算の仕方を見つけ
出したり、学習の生活で生かし
たりすることができる。（小３段
階A数と計算イ（イ）㋐）
（学・人）数量の違いを理解し、
算数で学んだことのよさや楽し
さを感じながら学習や生活に
活用しようとすることができる。
（小３段階A数と計算ウ）

（知・技）減法が用いられる
救残や減少等の場合につ
いて理解している。
（思・判・表）日常の事象に
おける数量の関係着目し、
計算の意味や計算の仕方
を見つけ出したり、学習の生
活で生かしたりしている。
（主学）数量の違いを理解
し、算数で学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学習
や生活に活用しようとしてい
る。

単元１：「のこ
りはいくつ」➀
➁

単元２：「ちが
いはいくつ」

・もとの数量から「取り去
る」「減らす」という日常の
具体的な事実を操作を通
して理解する。
・「残り」に着目したり、用
語の使い方や減少が意識
できるようにする。
・日常の具体的な事実か
ら、10までの数の範囲で、
具体的な操作を通して二
つの数の「どちらが」「いく
つ」多いか少ないかの違
いに着目したり用語を
使ったりする。

二
学
期
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（知及技）斜辺をつくると角が
できることを理解することがで
きる。(小３段階B図形イ（ア）
㋐）
（思判表力）斜辺が変化したと
きの斜面と底面の作り出す開
き具合について、大きい・小さ
いと表現することができる。（小
３段階B図形イ（イ）㋐）
（学・人）図形や数量の違いを
理解し、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学習や
生活に活用しようとすることが
できる。（小３段階B図形ウ）

（知・技）斜辺をつくると角
ができることを理解してい
る。
（思・判・表）斜辺が変化し
たときの斜面と底面の作り
出す開き具合について、大き
い・小さいと表現している。
（主学）図形や数量の違い
を理解し、算数で学んだこと
のよさや楽しさを感じながら
学習や生活に活用しようと
している。
【評価資料】
活動の様子を観察やプリン
トで評価する。

単元１：「いろ
いろな大きさ
の　かく①②」

・頂点を中心にして１本の
辺を回転させたときにも角
ができることを理解する。
・板で傾斜を作ったり、棒
の傾きを調整したりする中
で、角の大きさを変化させ
ることができることに気付
けるようにする。
・一つの頂点から出る２本
の辺が作る「形としての
角」と頂点を中心に１本の
辺を回転させたときにでき
る「大きさとしての角」を
理解できるようにする。
・角の大きさを変えること
は、頂点を中心に一本の
辺を今ある位置とは違う
位置に回転させるというこ
とであることに気付けるよ
うにする。



（知及技）時間の単位（日、午
前、午後、時、分）について知
り、それらの関係を理解するこ
とができる。（小３段階C測定イ
（ア）㋑）
（思判表力）時刻の読み方を
日常生活に生かして、時刻と生
活とを結び付けて表現すること
ができる。（小３段階C測定イ
（イ）㋐）
（学・人）数量や図形の違いを
理解し、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学習や
生活に活用しようとすることが
できる。（小３段階C測定ウ）

（知・技）時間の単位（日、
午前、午後、時、分）につい
て知り、それらの関係を理解
している。
（思・判・表）時刻の読み方
を日常生活に生かして、時
刻と生活とを結び付けて表
現している。
（主学）数量や図形の違い
を理解し、算数で学んだこと
のよさや楽しさを感じながら
学習や生活に活用しようと
する。
【評価資料】
活動の様子を観察やプリン
トで評価する。

単元１：「とけ
い」
・ごぜん、ごご
「あさ、ひる、
よる」
「きのう、きょ
う」
「あしたは　お
休み①②」

単元２：「カレ
ンダー」
・よていをかこ
う

・正午を境に一日を二分
する分け方を知り、その呼
び方としての「午前」「午
後」を理解する。
・一日の大まかな生活の
流れを取り上げ、時刻に
応じてその時々を「朝」
「昼」「夜」と呼ぶことが分
かる。
・一日という時間の範囲を
超え、「昨日」と「今日」の
関係性の理解を図り、それ
らを使えるようにしていく。
・「明日」を理解し、「明日
は休み」ということがわか
る。

（知及技）減法が用いられる場
面を式に表したり、式を読み
取ったりすることができる。（小
３段階A数と計算イ（ア）㋕）
（思判表力）日常の事象にお
ける数量の関係に着目し、計
算の意味や計算の仕方を見つ
け出したり学習や生活に生か
したりすることができる。（小３
段階A数と計算イ（イ）㋐）
（学・人）数量の違いを理解し、
算数で学んだことのよさや楽し
さを感じながら学習や生活に
生かそうとすることができる。
（小３段階A数と計算ウ）

（知･技）減法が用いられる
場面を式に表したり、式を読
み取ったりしてる。
（思・判・表）日常の事象に
おける数量の関係に着目
し、計算の意味や計算の仕
方を見つけ出したり、学習や
生活に生かしたりしようとし
ている。
（主学）数量の違いを理解
し、算数で学んだことのよさ
や楽しさを感じながら学習
や生活に生かそうとしてい
る。

単元１：「しき
をつくりましょ
う」
ひきざん

・10までの数の範囲で減
少の事実を捉えながら
「－」「＝」の記号と数式の
関係がわかるようにする。
・引き算の記号や式の読
み方、書き方を知る。
・具体的な操作や手順を
経ることで問題の関係性
がわかるようにする。

（知及技）身の回りにあるデー
タを簡単な記号に置き換えて
表し、比較して読み取ることが
できる。（小３段階Dデータの活
用ア（ア）㋑）
（思判表力）個数の把握や比
較のために簡単な絵や図、記
号に置き換えて簡潔に表現す
ることができる。（小３段階D
データの活用ア（イ）㋐）
（学・人）数量や図形の違いを
理解し、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学習や
生活に活用しようとすることが
できる。（小３段階Dデータの活
用ウ）

（知・技）ものとものとの対
応やものの個数について、
簡単な絵や図に表して整理
したり、それらを読んだりして
いる。
（思・判・表）個数の把握や
比較のために簡単な絵や
図、記号に置き換えて簡潔
に表現している。
（主学）数量や図形の違い
を理解し、算数で学んだこと
のよさや楽しさを感じながら
学習や生活に活用しようと
している。
【評価資料】
活動の様子を観察やプリン
トで評価する。

単元１：「ひょ
うをつくりま
しょう」

・児童の日常生活の事柄
を、●印などを用いて表に
整理したり、整理されたも
のを「長さ」あるいは「高
さ」で比較したりする。
・表やグラフにすることで、
比較の結果が一目で分
かることに気付くようにし、
それらを用いる便利さを
実感できるようにするとと
もに、中学部の２段階で学
ぶ棒グラフを理解できるよ
うにするための素地を養
う。

三
学
期
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担当者 教科書/副教材

おんがく☆/☆☆/☆☆
☆

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

【歌唱】
(知及技)範唱を聴いて歌った
り、歌詞やリズムを意識したり
して教師や友達と一緒に声を
合わせて歌うことができる。(小
3段階)
(思判表力)歌唱表現について
の知識や技能を得たり生かし
たりしながら歌唱表現に思い
を持つことができる。（小３段
階）
(学・人)歌詞やリズムを意識し
たり、曲の速さや強弱を考えた
り自分の声の大きさなどに気
をつけたて表現しようとするこ
とができる。（小３段階）

【歌唱】
(知・技)範唱を聴いて歌った
り、歌詞やリズムを意識したり
して教師や友達と一緒に声を
合わせて歌おうとしている。
(思・判・表)歌唱表現につい
ての知識や技能を得たり生か
したりしながら歌唱表現に思
いを持とうとしている。
(主学)歌詞やリズムを意識し
たり、曲の速さや強弱を考え
たり自分の声の大きさなどに
気をつけたて表現しようとして
いる。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・声を合わせて
歌おう

【歌唱】
校歌
ドキドキドン１ねんせい
にじ、はるがきた、こいの
ぼり、パレード
宿泊学習のうた  等

・友達や教師と一緒に歌
唱や演奏する喜びや心
地よさ感じながら曲に合
わせて体を左右に揺らし
たり、歌詞に合わせて自
分なりの方法で発声、発
語して歌ったりする。

【器楽】
(知及技)身近な打楽器や旋
律楽器を使って演奏すること
ができる。(3段階Aイ(ウ))
(思判表力)リズム、速度や強
弱などを意識しながら、演奏の
仕方による楽器の音色の違い
を生かして、表現に対する思い
をもつことができるようにする。
（小３段階Aイ）
(学・人)音色とその組み合わ
せの良さや面白さを見いだし
て聴いたり、それらの特性を生
かして表現したりする学習を楽
しみ、楽器の音色への興味・関
心を広げる。（小３段階A）

【器楽】
(知・技)身近な打楽器や旋律
楽器を使って演奏しようとして
いる。
(思・判・表)リズム、速度や強
弱などを意識しながら、演奏
の仕方による楽器の音色の
違いを生かして、表現に対す
る思いをもとうとしている。
(主学)音色とその組み合わ
せの良さや面白さを見いだし
て聴いたり、それらの特性を
生かして表現したりする学習
を楽しみ楽器の音色への興
味・関心を広げようとしている
【評価資料】
活動の様子で評価する

・リズムに合わ
せて演奏しよう

【器楽】
ぶんぶんぶん
ドレミのうた
おもちゃのちゃちゃちゃ

・歌詞や写真、動画など
視覚的教材から気持ち
と情景を重ねながら、曲
のイメージを膨らませて
歌ったり、演奏したりす
る。
・リズムや強弱を意識し
て歌ったり、演奏したりす
る。

目標：（知及技）知識及び技能　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：（知及技）知識及び技能　(思・判・表)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等

令和　6　年度　小学部　５年（ Ⅱ課程Ａ ）音楽科　年間指導計画
単位数
/配当時

児童生徒について

37 小学部5年（13名）

年間目標

（知及技）曲名や曲想と音楽の作りについて気付くとともに、音楽表現を楽しむために必要な身体表現、
器楽、歌唱、音楽づくりの技能を身につけるようにする。（小３段階）
（思判表力）音楽表現に対する思いを持つことや、曲や演奏の楽しさを見いだしながら音楽を味わって聴
くことができるようにする。（小３段階）
（学・人）音や音楽に楽しく関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、身の回りの様々な音楽
に興味を持つと共に、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。
（小３段階）

1
学
期

13



【音楽づくり】
(知及技)声や身の回りの様々
な音の特徴や簡単なリズム・
パターンの特徴が生み出す面
白さに気付き、教師や友達と
一緒に音楽の仕組みを用い
て、簡単な音楽を作ったりする
ことができる。（小３段階Aウ）
(思判表力）音遊びを通して、
音の面白さに気付いたり、音
楽作りの発想を得たりして、ど
のように音を音楽にしていくか
思いをもつことができる。（小３
段階Aウ(ア)）
(学・人)教師や友達と一緒に
音楽の仕組みを用いて、音を
選んだり、つなげたりして簡単
な音楽をつくり、生活の中にあ
る音への興味・関心を広げる
ことができるようにする。（小３
段階）

【音楽づくり】
(知・技)声や身の回りの様々
な音の特徴や簡単なリズム・
パターンの特徴が生み出す
面白さに気付き、教師や友達
と一緒に音楽の仕組みを用
いて、簡単な音楽を作ろうとし
ている。
(思・判・表）音遊びを通して
音の面白さに気付いたり、音
楽作りの発想を得たりして、ど
のように音を音楽にしていく
か思いをもとうとしている。
(主学)教師や友達と一緒に
音楽の仕組みを用いて、音を
選んだり、つなげたりして簡単
な音楽をつくり、生活の中に
ある音への興味・関心を広げ
ようとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・リズムにのっ
て

【音楽づくり】
打楽器でリズムアンサン
ブル

・「タン」と「ウン」のリズ
ム
（ex:とまと、ミニトマト)）
・声や身の回りの様々な
音の特徴や簡単なリズ
ムパターンについて、そ
れらがうみだす面白さな
どに気付く。

【身体表現】
(知及技)示範を見たり、拍やリ
ズム、旋律を意識したりして、
教師や友達と一緒に身体表現
をすることができる。(小3段階
Aエ(ウ))
(思判表力)簡単なリズムや旋
律の特徴、歌詞を感じ取り、体
を動かすことについて思いをも
つことができる。(小３段階A
エ）
(学・人)音やリズムを体全体
で感じ取り、受け止めた思いを
自発的に出てくる動きで表現
し、教師や友達と一緒に音楽
活動を楽しもうとすることがで
きる。（小３段階）

【身体表現】
(知・技)示範を見たり、拍やリ
ズム、旋律を意識したりして教
師や友達と一緒に身体表現
をしようとしている。
(思・判・表)簡単なリズムや旋
律の特徴、歌詞を感じ取り、
体を動かすことについて思い
をもとうとしている。
(主学)音やリズムを体全体で
感じ取り、受け止めた思いを
自発的に出てくる動きで表現
し、教師や友達と一緒に音楽
活動を楽しもうとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・みんなで踊ろ
う

【身体表現】
きみとチャレンジ
たのしいね
やっほっほ夏休み
ぼくらはなかま

・教師や友達と一緒に曲
に合わせて手拍子や手
足を動かしたり、拍を感
じて体を揺らしたりなど
の表現をする。

【鑑賞】
(知及技)曲想や楽器の音色、
リズムや速度、旋律の特徴に
気付くことができるようにする。
（小３段階）
(思判表力)鑑賞についての知
識を得たり生かしたりしなが
ら、曲や演奏の楽しさを見出し
て聴くことができる。（小３段
階）
(学・人)鑑賞活動を通して音
楽を聞いたり演奏しているとこ
ろを見たりする中で、その特徴
に気付いたり楽しさを味わった
りすることができる。（小３段階
Bア(ア)(イ)）

【鑑賞】
(知・技)曲想や楽器の音色、
リズムや速度、旋律の特徴に
気付こうとしている。
(思・判・表)鑑賞についての
知識を得たり生かしたりしな
がら、曲や演奏の楽しさを見
出して聴こうとしている。
(主学)鑑賞活動を通して音
楽を聞いたり演奏していると
ころを見たりする中で、その特
徴に気付いたり楽しさを味わ
おうとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・見て 聴いて
感じよう

【鑑賞】
月桃
おどろうたのしいポーレ
チケ
こいぬのワルツ
うみのうたをうたおう　等

・イラストや映像をみてモ
チーフとなるものについ
て知る。
・曲やイメージの変化を
感じながら鑑賞する。

一
学
期
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【歌唱】
(知及技)範唱を聴いて歌った
り、歌詞やリズムを意識したり
して教師や友達と一緒に声を
合わせて歌うことができる。(小
3段階)
(思判表力)歌唱表現について
の知識や技能を得たり生かし
たりしながら歌唱表現に思い
を持つことができる。（小３段
階）
(学・人)歌詞やリズムを意識し
たり、曲の速さや強弱を考えた
り自分の声の大きさなどに気
をつけたて表現しようとするこ
とができる。（小３段階）

【歌唱】
(知・技)範唱を聴いて歌った
り、歌詞やリズムを意識したり
して教師や友達と一緒に声を
合わせて歌おうとしている。
(思・判・表)歌唱表現につい
ての知識や技能を得たり生か
したりしながら歌唱表現に思
いを持とうとしている。
(主学)歌詞やリズムを意識し
たり、曲の速さや強弱を考え
たり自分の声の大きさなどに
気をつけたて表現しようとして
いる。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・声を合わせて
歌おう

【歌唱】
校歌、運動会のうた
てとてとてと、やまごや
いっけん
てぃんさぐぬ花　等

・友達や教師と一緒に歌
唱や演奏する喜びや心
地よさ感じながら曲に合
わせて体を左右に揺らし
たり、歌詞に合わせて自
分なりの方法で発声、発
語して歌ったりする。

【器楽】
(知及技)身近な打楽器や旋
律楽器を使って演奏すること
ができる。(小3段階Aイ(ウ))
(思判表力)リズム、速度や強
弱などを意識しながら、演奏の
仕方による楽器の音色の違い
を生かして、表現に対する思い
をもつことができるようにする。
（小３段階Aイ）
(学・人)音色とその組み合わ
せの良さや面白さを見いだし
て聴いたり、それらの特性を生
かして表現したりする学習を楽
しみ、楽器の音色への興味・関
心を広げる。（小３段階A）

【器楽】
(知・技)身近な打楽器や旋律
楽器を使って演奏しようとして
いる。
(思・判・表)リズム、速度や強
弱などを意識しながら、演奏
の仕方による楽器の音色の
違いを生かして、表現に対す
る思いをもとうとしている。
(主学)音色とその組み合わ
せの良さや面白さを見いだし
て聴いたり、それらの特性を
生かして表現したりする学習
を楽しみ、楽器の音色への興
味・関心を広げようとしている
【評価資料】
活動の様子で評価する

・リズムに合わ
せて演奏しよう

【器楽】
おもちゃのちゃちゃちゃ
しろくまのジェンガ
かっこう、きらきらぼし
かえるのがっしょう　　等

・歌詞や写真、動画など
視覚的教材から気持ち
と情景を重ねながら、曲
のイメージを膨らませて
歌ったり、演奏したりす
る。
・リズムや強弱を意識し
て歌ったり、演奏したりす
る。

【音楽づくり】
(知及技)声や身の回りの様々
な音の特徴や簡単なリズム・
パターンの特徴が生み出す面
白さに気付き、教師や友達と
一緒に音楽の仕組みを用い
て、簡単な音楽を作ったりする
ことができる。（小３段階Aウ）
(思判表力）音遊びを通して、
音の面白さに気付いたり、音
楽作りの発想を得たりして、ど
のように音を音楽にしていくか
思いをもつことができる。（小３
段階Aウ(ア)）
(学・人)教師や友達と一緒に
音楽の仕組みを用いて、音を
選んだり、つなげたりして簡単
な音楽をつくり、生活の中にあ
る音への興味・関心を広げる
ことができるようにする。（小３
段階）

【音楽づくり】
(知・技)声や身の回りの様々
な音の特徴や簡単なリズム・
パターンの特徴が生み出す
面白さに気付き、教師や友達
と一緒に音楽の仕組みを用
いて、簡単な音楽を作ろうとし
ている。
(思・判・表）音遊びを通して
音の面白さに気付いたり、音
楽作りの発想を得たりして、ど
のように音を音楽にしていく
か思いをもとうとしている。
(主学)教師や友達と一緒に
音楽の仕組みを用いて、音を
選んだり、つなげたりして簡単
な音楽をつくり、生活の中に
ある音への興味・関心を広げ
ようとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・リズムにのっ
て

【音楽づくり】
エイサー　等

・声や身の回りの様々な
音の特徴や簡単なリズ
ムパターンについて、そ
れらがうみだす面白さな
どに気付く。

二
学
期

16



【身体表現】
(知及技)示範を見たり、拍やリ
ズム、旋律を意識したりして、
教師や友達と一緒に身体表現
をすることができる。(小3段階
Aエ(ウ))
(思判表力)簡単なリズムや旋
律の特徴、歌詞を感じ取り、体
を動かすことについて思いをも
つことができる。（小３段階A
エ）
(学・人)音やリズムを体全体
で感じ取り、受け止めた思いを
自発的に出てくる動きで表現
し、教師や友達と一緒に音楽
活動を楽しもうとすることがで
きる。（小３段階）

【身体表現】
(知及技)示範を見たり、拍や
リズム、旋律を意識したりし
て、教師や友達と一緒に身体
表現をしようとしている。
(思・判・表)簡単なリズムや旋
律の特徴、歌詞を感じ取り、
体を動かすことについて思い
をもとうとしている。
(主学)音やリズムを体全体で
感じ取り、受け止めた思いを
自発的に出てくる動きで表現
し、教師や友達と一緒に音楽
活動を楽しもうとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・みんなで踊ろ
う

【身体表現】
十三祝いに向けて手話
ソング
ハッピークリスマス

・教師や友達と一緒に曲
に合わせて手拍子や手
足を動かしたり、拍を感
じて体を揺らしたりなど
の表現をする。

【鑑賞】
(知及技)曲想や楽器の音色、
リズムや速度、旋律の特徴に
気付くことができるようにする。
（小３段階）
(思判表力)鑑賞についての知
識を得たり生かしたりしなが
ら、曲や演奏の楽しさを見出し
て聴くことができる。（小３段
階）
(学・人)鑑賞活動を通して音
楽を聞いたり演奏しているとこ
ろを見たりする中で、その特徴
に気付いたり楽しさを味わった
りすることができる。（小３段
階）

【鑑賞】
(知・技)曲想や楽器の音色、
リズムや速度、旋律の特徴に
気付こうとしている。
(思・判・表)鑑賞についての
知識を得たり生かしたりしな
がら、曲や演奏の楽しさを見
出して聴こうとしている。
(主学)鑑賞活動を通して音
楽を聞いたり演奏していると
ころを見たりする中で、その特
徴に気付いたり楽しさを味わ
おうとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・見て 聴いて
感じよう

【鑑賞】
あわてんぼうのサンタク
ロース
森のクリスマス
シンコペイデットクロック
等

・イラストや映像をみてモ
チーフとなるものについ
て知る。
・曲やイメージの変化を
感じながら鑑賞する。

三
学
期

8

【歌唱】
(知及技)範唱を聴いて歌った
り、歌詞やリズムを意識したり
して教師や友達と一緒に声を
合わせて歌うことができる。(小
3段階)
(思判表力)歌唱表現について
の知識や技能を得たり生かし
たりしながら歌唱表現に思い
を持つことができる。（小３段
階）
(学・人)歌詞やリズムを意識し
たり、曲の速さや強弱を考えた
り自分の声の大きさなどに気
をつけたて表現しようとするこ
とができる。（小３段階）

【歌唱】
(知・技)範唱を聴いて歌った
り、歌詞やリズムを意識したり
して教師や友達と一緒に声を
合わせて歌おうとしている。
(思・判・表)歌唱表現につい
ての知識や技能を得たり生か
したりしながら歌唱表現に思
いを持とうとしている。
(主学)歌詞やリズムを意識し
たり、曲の速さや強弱を考え
たり自分の声の大きさなどに
気をつけたて表現しようとして
いる。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・声を合わせて
歌おう

【歌唱】
校歌(君が代)、ともだち
になるために
卒業式のうた、ありがとう
の花　　等

・友達や教師と一緒に歌
唱や演奏する喜びや心
地よさ感じながら曲に合
わせて体を左右に揺らし
たり、歌詞に合わせて自
分なりの方法で発声、発
語して歌ったりする。

三
学
期

16



【器楽】
(知及技)身近な打楽器や旋
律楽器を使って演奏すること
ができる。(3段階)
(思判表力)リズム、速度や強
弱などを意識しながら、演奏の
仕方による楽器の音色の違い
を生かして、表現に対する思い
をもつことができるようにする。
（小３段階）
(学・人)音色とその組み合わ
せの良さや面白さを見いだし
て聴いたり、それらの特性を生
かして表現したりする学習を楽
しみ、楽器の音色への興味・関
心を広げる。（小３段階）

【器楽】
(知・技)身近な打楽器や旋律
楽器を使って演奏しようとして
いる。
(思・判・表)リズム、速度や強
弱などを意識しながら、演奏
の仕方による楽器の音色の
違いを生かして、表現に対す
る思いをもとうとしている。
(主学)音色とその組み合わ
せの良さや面白さを見いだし
て聴いたり、それらの特性を
生かして表現したりする学習
を楽しみ楽器の音色への興
味・関心を広げようとしている
【評価資料】
活動の様子で評価する

・リズムに合わ
せて演奏しよう

【器楽】
打楽器でリズム

・歌詞や写真、動画など
視覚的教材から気持ち
と情景を重ねながら、曲
のイメージを膨らませて
歌ったり、演奏したりす
る。
・リズムや強弱を意識し
て歌ったり、演奏したりす
る。

【音楽づくり】
(知及技)声や身の回りの様々
な音の特徴や簡単なリズム・
パターンの特徴が生み出す面
白さに気付き、教師や友達と
一緒に音楽の仕組みを用い
て、簡単な音楽を作ったりする
ことができる。（小３段階）
(思判表力）音遊びを通して、
音の面白さに気付いたり、音
楽作りの発想を得たりして、ど
のように音を音楽にしていくか
思いをもつことができる。（小３
段階）
(学・人)教師や友達と一緒に
音楽の仕組みを用いて、音を
選んだり、つなげたりして簡単
な音楽をつくり、生活の中にあ
る音への興味・関心を広げる
ことができるようにする。（小３
段階）

【音楽づくり】
(知・技)声や身の回りの様々
な音の特徴や簡単なリズム・
パターンの特徴が生み出す
面白さに気付き、教師や友達
と一緒に音楽の仕組みを用
いて、簡単な音楽を作ろうとし
ている。
(思・判・表）音遊びを通して、
音の面白さに気付いたり、音
楽作りの発想を得たりして、ど
のように音を音楽にしていく
か思いをもとうとしている。
(主学)教師や友達と一緒に
音楽の仕組みを用いて、音を
選んだり、つなげたりして簡単
な音楽をつくり、生活の中に
ある音への興味・関心を広げ
ようとしている.
【評価資料】
活動の様子で評価する

・リズムにのっ
て

【音楽づくり】
打楽器でリズムアンサン
ブル

・声や身の回りの様々な
音の特徴や簡単なリズ
ムパターンについて、そ
れらがうみだす面白さな
どに気付く。

【身体表現】
(知及技)示範を見たり、拍やリ
ズム、旋律を意識したりして、
教師や友達と一緒に身体表現
をすることができる。(3段階)
(思判表力)簡単なリズムや旋
律の特徴、歌詞を感じ取り、体
を動かすことについて思いをも
つことができる。（小３段階）
(学・人)音やリズムを体全体
で感じ取り、受け止めた思いを
自発的に出てくる動きで表現
し、教師や友達と一緒に音楽
活動を楽しもうとすることがで
きる。（小３段階）

【身体表現】
(知及技)示範を見たり、拍や
リズム、旋律を意識したりし
て、教師や友達と一緒に身体
表現をしようとしている。
(思・判・表)簡単なリズムや旋
律の特徴、歌詞を感じ取り、
体を動かすことについて思い
をもとうとしている。
(主学)音やリズムを体全体で
感じ取り、受け止めた思いを
自発的に出てくる動きで表現
し、教師や友達と一緒に音楽
活動を楽しもうとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・みんなで踊ろ
う

【身体表現】
にじ
Believe　等

・教師や友達と一緒に曲
に合わせて手拍子や手
足を動かしたり、拍を感
じて体を揺らしたりなど
の表現をする。

三
学
期

8



三
学
期

8

【鑑賞】
(知及技)曲想や楽器の音色、
リズムや速度、旋律の特徴に
気付くことができるようにする。
（小３段階）
(思判表力)鑑賞についての知
識を得たり生かしたりしなが
ら、曲や演奏の楽しさを見出し
て聴くことができる。（小３段
階）
(学・人)鑑賞活動を通して音
楽を聞いたり演奏しているとこ
ろを見たりする中で、その特徴
に気付いたり楽しさを味わった
りすることができる（小３段階)

【鑑賞】
(知・技)曲想や楽器の音色、
リズムや速度、旋律の特徴に
気付こうとしている。
(思判表力)鑑賞についての
知識を得たり生かしたりしな
がら、曲や演奏の楽しさを見
出して聴こうとしている。
(主学)鑑賞活動を通して音
楽を聞いたり演奏していると
ころを見たりする中で、その特
徴に気付いたり楽しさを味わ
おうとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する

・見て 聴いて
感じよう

【鑑賞】
ひなまつり
おもいでのアルバム　等

・イラストや映像をみてモ
チーフとなるものについ
て知る。
・曲やイメージの変化を
感じながら鑑賞する。



令和　６年 小学部　５年（　　Ⅱ課程Ａ）図画工作科　年間指導計画

担当者 教科書/副教材

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

一
学
期

26

(知及技)
表したいことに合わ
せて､材料や用具を
使い、表し方を工夫
して作ることができ
る(小３段階)

(思判表力)
感じたこと、想像した
こと、見たことから表
したいことを思い付
き、自分なりに表現
することができる(小
３段階)

(学・人)
進んで表現したり、
鑑賞したりする活動
を通して、楽しく豊か
かな生活を創造しよ
うとする態度を養う
ことができる。(小３
段階)

(知・技）
・身の回りにある材料や
用具を自分から選んで
使ったり、表した形や色
などを意味付けて、形や
色などを作ったり変形し
たりしようとしている。
(思･判･表)
・身近にあるいろいろな
材料を見立て、様々な材
料に触れ、児童の感情
や経験から感じたことを
つくりたいと思ったり、活
動したりしている。

(主学)
・形や色などに興味を示
したり、材料や用具に対
して感心を示したりして、
つくり出す活動に意欲的
に取り組もうとしている。
【評価資料】
作品、活動の様子で評
価する

①染めてみよう

②お母さんあり
がとう
　お父さんありが
とう

③季節の飾りや
作品を作ろう

④宿泊学習のし
おりを作ろう

①折り染めあそび
・和紙を好きな形に折り、おり染め
液をつけて染め上がった模様を楽
しみながら制作活動に取り組む。
・自分や友だちの作品を見る。
②母の日・父の日
・お母さんやお父さんを想像しなが
ら、好きな色や道具を選んで描く、
切る、貼る等の活動をに取り組み、
プレゼントを制作する。
・自分や友だちの作品を見る。
③季節の飾り
・子どもの日、七夕等、季節や行事
を感じながら、好きな材料や用具
を選んで、色や形、感触を楽しみな
がら、制作活動に取り組む。
・自分や友だちの作品を見る。
④宿泊学習
・宿泊学習で行く場所や、学習する
こと等を様々な材料や用具を使用
して、絵を描いたり、文字で表した
りしてしおりを制作する。

単位数
/配当時

児童生徒について

74 小学部5年（13名）

目標：（知及技）知識及び技能　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：（知及技）知識及び技能　(思・判・表)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等

年間目標

(知及技）形や色などの違いに気付き、表したいことを基に材料や用具を使い、表し方を工夫してつく
るようにする。（小３段階）
(思判表力)表したいことを思い付いたり、作品などの面白さや楽しさを感じ取ったりすることができる
ようにする。（小３段階）
(学･人)進んで表現や鑑賞の活動に取り組み、つくりだす喜びを感じるとともに、形や色などに関わる
ことにより楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。（小３段階）



二
学
期

32

(知及技)
表したいことに合わ
せて､材料や用具を
使い、表し方を工夫
して作ることができ
る(小３段階)

(思判表力)
感じたこと、想像した
こと、見たことから表
したいことを思い付
き、自分なりに表現
することができる(小
３段階)

(学・人)
進んで表現したり、
鑑賞したりする活動
を通して、楽しく豊か
かな生活を創造しよ
うとする態度を養う
ことができる。(小３
段階)

(知・技）
・身の回りにある材料や
用具を自分から選んで
使ったり、表した形や色
などを意味付けて、形や
色などを作ったり変形し
たりしようとしている。

(思･判･表)
・身近にあるいろいろな
材料を見立て、様々な材
料に触れ、児童の感情
や経験から感じたことを
つくりたいと思ったり、活
動したりしている。

(主学)
・形や色などに興味を示
したり、材料や用具に対
して感心を示したりして、
つくり出す活動に意欲的
に取り組もうとしている。
【評価資料】
作品、活動の様子で評
価する

①運動会のポス
ター
②おじいちゃん、
おばあちゃんあり
がとう（敬老の
日）
③いつもありがと
う（勤労感謝の
日）
④読書感想画
⑤季節の飾りを
作ろう

①運動会のポスター
・運動会をイメージしながら、好き
な色や道具を選んでポスターを作
る。
・自分や友達の作品を見る。
②敬老の日
・モダンテクニック（マーブリング
等）を使ってプレゼントを制作する。
・自分の作品や友だちの作品を見
る。
③勤労感謝の日
・モダンテクニック（デカルコマニー
等）を使ってプレゼントを制作する。
・自分の作品や友だちの作品を見
る。
④読書感想画
・好きな本を読んで、感じたこと面
白かった場面等を、描く。
・自分の作品や友だちの作品を見
る。
⑤季節の飾り
・ハロウィン、クリスマス等、季節や
行事を感じながら、好きな材料や
用具を選んで、色や形、感触を楽
しみながら、制作活動に取り組む。
・自分や友だちの作品を見る。

三
学
期

16

(知及技)
表したいことに合わ
せて､材料や用具を
使い、表し方を工夫
して作ることができ
る(小３段階)

(思判表力)
感じたこと、想像した
こと、見たことから表
したいことを思い付
き、自分なりに表現
することができる(小
３段階)

(学・人)
進んで表現したり、
鑑賞したりする活動
を通して、楽しく豊か
かな生活を創造しよ
うとする態度を養う
ことができる。(小３
段階)

(知・技）
・身の回りにある材料や
用具を自分から選んで
使ったり、表した形や色
などを意味付けて、形や
色などを作ったり変形し
たりしようとしている。
(思･判･表)
・身近にあるいろいろな
材料を見立て、様々な材
料に触れ、児童の感情
や経験から感じたことを
つくりたいと思ったり、活
動したりしている。

(主学)
・形や色などに興味を示
したり、材料や用具に対
して感心を示したりして、
つくり出す活動に意欲的
に取り組もうとしている。
【評価資料】
作品、活動の様子で評
価する

①版画
②十三祝い
③卒業式の壁画

①版画
・紙や段ボール、毛糸など色々な材
料を切ったり貼ったりして制作す
る。
・自分の作品や友だちの作品を見
る。
②十三祝い
・花紙や色画用紙を使って十三祝
いの会場で使用する飾りを作った
り、その年の干支を絵の具やちぎっ
た折り紙を貼る等して制作する。
③卒業式の壁画
・卒業をイメージしながら、好きな
材料や用具を使って飾りを作る。



令和　６年

担当者 教科書/副教材

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技)教師の指示や合図
に従って、行動の仕方を知り、
基本的な動きを身に付けるこ
とができる(小3段階)
(思判表力)集合の仕方を知
り、集合の仕方を工夫すると
ともに、考えたことや気付い
たことなどを他者に伝えるこ
とができる(小3段階)
(学・人)きまりを守り、自分か
ら友達と仲よく楽しく行動を
したり、気を付けたりしようと
するとともに、自分から行動
に必要な事柄ができる(小3
段階)

(知・技)教師の指示や合図
に従って、行動の仕方を知
り、基本的な動きを身に付け
ている
(思・判・表)集合の仕方を知
り、集合の仕方を工夫すると
ともに、考えたことや気付い
たことなどを他者に伝えてい
る
(主学)きまりを守り、自分か
ら友達と仲よく楽しく行動を
したり、気を付けたりしようと
するとともに、自分から行動
に必要な事柄をしようとして
いる
【評価資料】
活動の様子を評価する

集団行動 ・ペアはだあれ？
・あつまりっこ
・手をつないで、あつま
れ！

(知及技)新体力テストの行
い方を知り、走る、跳ぶ、止ま
る、歩く等の基本的な運動を
身に付けることができる(小3
段階)
(思判表力)新体力テストの
楽しみ方や健康な生活の仕
方について工夫するととも
に、考えたことや気付いたこと
などを他者に伝えることがで
きる(小3段階)
(学・人)新体力テストのきま
りを守り、自分から楽しくテス
トをしたり、気を付けたりしよ
うとするとともに、自分からテ
ストに必要な事柄ができる
(小3段階)

(知・技)新体力テストの行い
方を知り、走る、跳ぶ、止ま
る、歩く等の基本的な運動を
身に付けている
(思判表力)新体力テストの
楽しみ方や健康な生活の仕
方について工夫するととも
に、考えたことや気付いたこ
となどを他者に伝えている

(主学)新体力テストのきまり
を守り、自分から楽しくテスト
をしたり、気を付けたりしよう
とするとともに、自分からテス
トに必要な事柄をしようとし
ている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・新体力テストを
しよう

・新体力テストとは？
・強く握ろう（握力）
・速く走ろう（５０メートル
走）
・素早く動こう（反復横跳
び）
・たくさんは走ろう（シャト
ルラン）
・柔らかい体（長座体前
屈）
・お腹の力（上体起こし）
・遠くに投げよう（ソフト
ボール投げ）
・遠くに跳ぼう（立ち幅跳
び）

小学部　５年（　Ⅱ課程Ａ　）体育科　年間指導計画

一
学
期

25

年間目標

(知及技)基本的な運動の楽しさを感じ、その行い方を知り、基本的な動きを身に付けるとともに、健康や
身体の変化について知り、健康な生活ができる(小３段階)
(思判表力)基本的な運動の楽しみ方や健康な生活の仕方について工夫するとともに、考えたことや気付
いたことなどを他者に伝える力を養う(小３段階)
(学･人)きまりを守り、自分から友達と仲よく楽しく運動をしたり、場や用具の安全に気を付けたりしようと
するとともに、自分から健康に必要な事柄をしようとする態度を養う(小３段階)

単位数
/配当時

児童生徒について

74 小学部５年（13名）

目標：（知及技）知識及び技能　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：（知及技）知識及び技能　(思・判・表)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等



(知及技)基本的な体つくり
運動の楽しさを感じ、その行
い方を知り、基本的な動きを
身に付けることができる(小3
段階)
(思判表力)基本的な体つく
り運動の楽しみ方を工夫する
とともに、考えたことを他者に
伝えることができる(小3段
階)
(学・人)きまりを守り、自分か
ら友達と仲よく楽しく行動を
したり、気を付けたりしようと
するとともに、自分から行動
に必要な事柄をしようとする
ことができる。(小3段階)

(知・技)基本的な体つくり運
動の楽しさを感じ、その行い
方を知り、基本的な動きを表
現している

(思・判・表)基本的な体つく
り運動の楽しみ方を工夫す
るとともに、考えたことを他者
に伝えている

(主学)きまりを守り、自分か
ら友達と仲よく楽しく行動を
したり、気を付けたりしようと
するとともに、自分から行動
に必要な事柄をしようとして
いる
【評価資料】
活動の様子を評価する

体つくり
体ほぐし運動

・サーキットトレーニング
・まねしてみよう

(知及技)水の中での基本的
な運動の楽しさを知り、基本
的な動きを身に付けることが
できる。(小3段階)
(思判表力)水の中での基本
的な運動の楽しみ方を工夫
するとともに、考えたことを教
師や友達に伝えることができ
る(小3段階)
(学･人)きまりを守り、自分か
ら友達と仲よく楽しく水の中
での運動をしたり、場や用具
の安全に気を付けたりしよう
とすることができる(小3段
階)

(知・技)水の中での基本的
な運動の楽しさを知り、基本
的な動きを身に付けている

(思・判・表)水の中での基本
的な運動の楽しみ方を工夫
するとともに、考えたことを教
師や友達に伝えている
(主学)きまりを守り、自分か
ら友達と仲よく楽しく水の中
での運動をしたり、場や用具
の安全に気を付けたりしよう
としている
【評価資料】
活動の様子を評価する

水の中で運動を
しよう

・水中ゲーム
・バブリング
・バタ足
・スティック拾い
・プールのきまり

二
学
期

30

(知及技)ボールを使った基
本的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的な
動きを身に付けることができ
る(小3段階)
(思判表力)教師と一緒に
ボールを使って楽しく体を動
かし、楽しさを表現することが
できる(小3段階)
(学・人)ゲームのルールを守
り、友達と仲良くゲームした
り、場や用具の安全に気を付
けることができる(小3段階)

(知・技)ボールを使った基本
的な運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な動
きを身に付けている

(思・判・表)教師と一緒に楽
しく体を動かし、ボールを
使って運動表現をしている
(主学)ゲームのルールを守
り、友達と仲良くゲームした
り、場や用具の安全に気を付
けようとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

ボールで遊ぼう
ボールを使った
ゲームをしよう

・バスケットボール
・キックベース
・サッカー

一
学
期

25



(知及技)器械器具を使って、
基本的な運動を身につける
ことができる(小3段階)
(思判表力)基本的な器械器
具を使った運動の楽しみ方を
工夫するとともに、考えたこと
を他者に伝えることができる
(小3段階)
(学・人)きまりを守り、場や用
具の安全に気を付けることが
できる。(小3段階)

(知・技)器械器具を使って、
基本的な運動を身に付けて
いる

(思・判・表)基本的な器械器
具を使った運動の楽しみ方
を工夫するとともに、考えたこ
とを他者に伝えている

(主学)きまりを守り、場や用
具の安全に気を付けようとし
ている
【評価資料】
活動の様子を評価する

器械器具を使っ
ての運動

・マット運動
・平均台を渡ろう
・くぐってみよう
・跳んでみよう（跳び箱）
・鉄棒

(知及技)スムーズにバトンパ
スをし、リレーを楽しむことが
できる(小3段階)
(思判表力)リレーの楽しみ方
を工夫するとともに、考えたこ
とを他者に伝えることができ
る(小3段階)
(学・人)リレーの順番を守り、
友達とのバトンパスを楽しん
で走ることができる(小3段
階)

(知・技)スムーズにバトンパ
スをし、リレーを楽しんでいる
(思・判・表)リレーの楽しみ
方を工夫するとともに、考え
たことを他者に伝えている
(主学)リレーの順番を守り、
友達とのバトンパスを楽しん
で走っている
【評価資料】
活動の様子を評価する

運動会に向けて ・かけっこ
・折り返しリレー
・リレー
・バトンパス

(知及技)基本的な表現運動
の基本的な運動の楽しさを
知り、基本的な動きを身に付
けることができる(小3段階)
(思判表力)簡単な合図や指
示に従って、表現遊びができ
る(小3段階)
(学・人)音楽を感じながら、
教師と一緒に楽しく体を動か
すことができる。(小3段階)

(知・技)基本的な表現運動
の楽しさを知り、基本的な動
きを身に付けている

(思・判・表)簡単な合図や指
示に従って、表現遊びをして
いる
(主学)音楽を感じながら、教
師と一緒に楽しく体を動かそ
うとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

エイサーを踊ろう ・エイサー

(知及技)ボールを使った基
本的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的な
動きを身に付けることができ
る(小3段階
(思判表力)教師と一緒に
ボールを使って楽しく体を動
かし、楽しさを表現することが
できる(小3段階)
(学・人)ゲームのルールを守
り、友達と仲良くゲームした
り、場や用具の安全に気を付
けることができる(小3段階)

(知・技)ボールを使った基本
的な運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な動
きを身に付けている
(思・判・表)教師と一緒に楽
しく体を動かし、ボールを
使って運動表現をしている
(主学)ゲームのルールを守
り、友達と仲良くゲームした
り、場や用具の安全に気を付
けようとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

ボールで遊ぼう
ボールを使った
ゲームをしよう

・バスケットボール
・キックベース
・サッカー

二
学
期

30



二
学
期

(知及技)自分の走る距離や
時間を知り、その運動の楽し
さを感じ、最後まで走ること
ができる(小3段階)
(思判表力)持久走の楽しみ
方を工夫するとともに、考え
たことを他者に伝えることが
できる(小3段階)
(学・人)きまりを守り、自ら目
標の距離や時間を走ろうとし
たり、他者にぶつからないよ
うに気をつけたりして走ること
ができる(小3段階)

(知・技)自分の走る距離を
知り、その運動の楽しさを感
じ、最後まで走ろうとしている

(思・判・表)リレーの楽しみ
方を工夫するとともに、考え
たことを他者に伝えている
(主学)きまりを守り、自ら目
標の距離や時間を走ろうとし
たり、他者にぶつからないよ
うに気をつけたりして走ろう
としている
【評価資料】
活動の様子を評価する

持久走 ・10分間走
・500メートル走

(知及技)器械器具を使って、
基本的な運動を身に付ける
ことができる(小3段階)
(思判表力)基本的な器械器
具を使った運動の楽しみ方を
工夫するとともに、考えたこと
を他者に伝えることができる
(小3段階)
(学・人)きまりを守り、場や用
具の安全に気を付けることが
できる。(小3段階)

(知・技)器械器具を使って、
基本的な運動を身に付けて
いる
(思・判・表)基本的な器械器
具を使った運動の楽しみ方
を工夫するとともに、考えたこ
とを他者に伝えている
(主学)きまりを守り、場や用
具の安全に気を付けようとし
ている
【評価資料】
活動の様子を評価する

器械器具を使っ
ての運動

・マット運動
・平均台を渡ろう
・くぐってみよう
・跳んでみよう（跳び箱）
・鉄棒

(知及技)ボールを使った基
本的な運動の楽しさを感じ、
その行い方を知り、基本的な
動きを身に付けることができ
る(小3段階)
(思判表力)教師と一緒に
ボールを使って楽しく体を動
かし、楽しさを表現することが
できる(小3段階)
(学・人)ゲームのルールを守
り、友達と仲良くゲームした
り、場や用具の安全に気を付
けることができる(小3段階)

(知・技)ボールを使った基本
的な運動の楽しさを感じ、そ
の行い方を知り、基本的な動
きを身に付けている
(思・判・表)教師と一緒に楽
しく体を動かし、ボールを
使って運動表現をしようとし
ている
(主学)ゲームのルールを守
り、友達と仲良くゲームした
り、場や用具の安全に気を付
けるようとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

ボールで遊ぼう
ボールを使った
ゲームをしよう

・バスケットボール
・キックベース
・サッカー

(知及技)自分の体の成長や
変化を知ることができる(小3
段階)
(思判表力)自分の体の成長
や変化に関心を持ち、身近な
人に伝えることができる(小3
段階)
(学・人)自分の体の成長や
変化を知ろうとすることがで
きる(小3段階)

(知・技)自分の体の成長や
変化を理解している
(思・判・表)自分の体の成長
や変化に関心を持ち、身近
な人に伝えている
(主学)自分の体の成長や変
化を知ろうとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

身体測定
性教育
体調の変化

・プライベートゾーンっ
て？
・体の成長

三
学
期

19



担当者 教科書／副教材

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

一
学
期

13

（知及技）
言語を用いてコミュニケー
ションを図ることの楽しさを
知る。小(1)ア
（思判表力）
身近で簡単な事柄につい
て，相手の働きかけに応じよ
うとする。小(2)イ
（学･人）
外国語を通して，外国の文
化などに触れながら，言語
への関心を高め，進んでコ
ミュニケーションを図ろうと
する態度を養う。小(3)

（知・技）
英語の歌や手遊びに注意
を向けて、見たり聞いたり
している。
（思･判･表）
質問されたことに単語や
カードの指さし、発声、動
作等で応えようとしてい
る。
（主学）
英語の歌や手遊びに身体
を動かしたり、発声を真似
たり、教師の質問に応じよ
うとしている。

①Greeting
②家族を紹介し
よう
③好きなもの
・食べ物
・色
・遊び　など

あいさつ、自己紹介、天気、
絵カードや動画、歌
・How are you?
・How's the weather？
・Day of the week

家族の名称
・家族紹介、babyshark
（アニメ動画）

好きな食べ物 、色、遊びな
どを絵カードで選んで伝え
る、アニメ動画
・What do you like?
・I like～.

       令和６年度　小学部5年（Ⅱ課程Ａ）外国語活動　年間指導計画

単位数
／配当時

数
児童生徒

37 小学部5年(13名)

年間目標

(知及技）外国語を用いた体験的な活動を通して、日本語と外国語の音声の違いなどに気付き、外国
語の音声に慣れ親しむようにする。（知的小学部段階）
(思判表力)身近で簡単な事柄について、外国語に触れ、自分の気持ちを伝え合う力の素地を養う。
（知的小学部段階）
(学･人)外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言語への関心を深め、進んでコミュニケー
ションを図ろうとする態度を養う。（知的小学部段階）

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度



二
学
期

16

（知及技）
英語の歌や日常生活になじ
みのある語などを聞き、音
声やリズムに親しむ。小(1)
イ(ア)
（思判表力）
身近で簡単な事柄につい
て、相手の働きかけに応じよ
うとする。小(2)イ
（学･人）
外国語を通して、外国の文
化などに触れながら、言語
への関心を深め、進んでコ
ミュニケーションを図ろうと
する態度を養う。小(3)

（知・技）
英語の歌や手遊びに注意
を向けて、見たり聞いたり
している。
（思･判･表）
質問されたことに単語や
カードの指さし、発声、動
作等で応えようとしてい
る。
（主学）
英語の歌や手遊びに身体
を動かしたり、発声を真似
たり、教師の質問に応じよ
うとしている。

①動物園へレッ
ツゴー

②外国の生活
・ハロウィーン
・クリスマス

写真や画像活用、好きな動
物の名前あてゲーム
・I see lions.
・I see elephants.

絵本　ハロウインパーティー
・Trick　or　Treat
・Happy Holloween
クリスマス飾りつくり
クリスマスダンス
・Merry Christmas
・Happy New Year

三
学
期

8

（知及技）
言語を用いてコミュニケー
ションを図ることの楽しさを
知る。小(1)ア
（思判表力）
身近で簡単な事柄につい
て，相手の働きかけに応じよ
うとする。小(2)イ
（学･人）
外国語を通して，外国の文
化などに触れながら，言語
への関心を高め，進んでコ
ミュニケーションを図ろうと
する態度を養う。小(3)

（知・技）
英語の歌や手遊びに注意
を向けて、見たり聞いたり
している。
（思･判･表）
質問されたことに単語や
カードの指さし、発声、動
作等で応えようとしてい
る。
（主学）
英語の歌や手遊びに身体
を動かしたり、発声を真似
たり、教師の質問に応じよ
うとしている。

①英語でコミュ
ニケーションしよ
う
（一年間のまと
め）

「どんな色が好き」の曲を
聴いて自分の好きな色を
応える。I like red.
（歌、パネルシアター、動画
教材）文字カードや絵カー
ドから選択する
歌やダンスを活用しながら
動作で表現する。
ビンゴゲーム、Bingo!
あいさつ、相づち、返事など
日本語と英語それぞれのイ
ントネーションを変え、変化
に気付けるようにする。
My name is 〇〇.
I am happy.
I am great.
Very good.

留意点
引継ぎ等



令和　6年

担当者 教科書/副教材

学
期

時
数

主題のねらい 単元・題材の評価規準 主題と内容項目 活動内容

1

時間を守り、きちんと
した学校生活をしよう
とする態度を養う。
(判断力)(実践意欲
と態度)

時間を守り、きちんとした学
校生活をしようとしている。
(判断力)(実践意欲と態度)
【評価資料】
活動の様子、発表

五年生がはじまるよ
【Cよりよい学校生活、
集団生活の充実：A 希
望と勇気、努力と強い
意思】

・五年生になった自分の
役割を確認したり、目標を
考えたりする。

1

場所や時間を意識し
た挨拶、言葉遣いを
心掛けようとする態度
を養う。（実践意欲と
態度）

場所や時間を意識した挨拶、
言葉遣いを心掛けようとして
いる。（実践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

いろいろな挨拶
【B礼儀：A正義、誠実
Cよりよい学校生活、集
団生活の充実】

・場所や時間を考えて、挨
拶や言葉遣いができるよう
日常生活場面や映像教材
等を活用して、ロールプレイ
を行う。

1

感謝の気持ちを感じ、
感謝の気持ちを表す
言葉を知ることがで
きる。
日頃お世話になって
いる父母に感謝する
心情を育てる。（心
情）

感謝の気持ちを感じ、感謝の
気持ちを表す言葉を知ろうと
している。日頃お世話になっ
ている父母に感謝しようとし
ている。（心情）
【評価資料】
活動の様子、発表

感謝の気持ちを伝えよ
う（１）
【家族愛、家庭生活の
充実】

・「父の日」や「母の日」に
ちなんだ絵本やパネルシア
ター教材などを観て、日頃、
父母に大切にしてもらって
いることを振り返り、感謝の
気持ちを表現する方法を考
える。（手紙、お手伝い、絵
等）

2

家族や友達など、身
近な人たちと仲良く
し、命を大切にしよう
とする。（心情）

家族や友達など、身近な人た
ちと仲良くし、命を大切にしよ
うとしている。（心情）
【評価資料】
活動の様子、発表

たいせつないのち
【D 生命の尊さ：B　友
情、信頼】

・命や戦争に関する絵本や
写真等の掲示物を見て、平
和について話し合う。
・沖縄で戦争があったこと
を知り、仲良くする（平和）
ことの大切さを知る。

3

友達や教師と泊を伴
う活動を通して、互い
を理解し、信頼して、
助け合おうとする態
度を育てる。（実践意
欲と態度）

友達や教師と泊を伴う活動
を通して、互いを理解し、信頼
して、助け合おうとしている。
（実践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

皆で思い出を作ろう
【B 友情、信頼：B　親
切、思いやり
C 勤労、公共の精神】

・宿泊学習（事前・事後学
習を含む）を通して、仲間と
協力して活動に取り組む。

目標：（知及技）知識及び技能　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等
評価：（知及技）知識及び技能　(思・判・表)思考力、判断力、表現力等　(学・人)学びに向かう力・人間性等

小学部　5年（　Ⅱ課程Ａ）道徳科　年間指導計画
単位数
/配当時数 児童生徒について

37 小学部5年（13名）

年間目標

（A主として自分自身に関わること）
自分でできることは自分でやり、自分の特徴に気づき、長所を伸ばす。
（B主として人との関わりに関すること）
友だちと協力し、相手のことを思いやる。家族や身近な人に支えられ生活できていることに感謝す
る。
（C主として集団や社会との関わりに関すること）
約束やきまりを守り、みんなで協力しあって楽しい学級をつくる。
（Ｄ主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること）
自然の素晴らしさや不思議さを感じ取り、自然や動植物を大切にする。

一
学
期
（
1
3
）



2

物を大切にすることを
知り、皆が使う物を大
切にしようとする態度
を養う。（実践意欲と
態度）

物を大切にすることを知り、
皆が使う物を大切にしようと
すしている。（実践意欲と態
度）
【評価資料】
活動の様子、発表

公共の施設を大切に
使おう
【規律の尊重】

・遊具や施設などの遊んで
いる場面の写真や絵を見て
大切に使うことについて話
し合う。

2

自分の長所、友達の
長所を考えて、伝え
あったり、褒めあった
りすることで、お互い
を認め合う心情を育
てる。（心情）

自分の長所、友達の長所を
考えて、伝えあったり、褒め
あったりすることで、お互いを
認め合おうとしている。（心
情）
【評価資料】
活動の様子、発表

「いいね！」でハッピー！
（１）
【B　相互理解、寛容：A
個性の伸長、A　真理
の探究、D よりよく生き
る喜び】

・自分のいいところや友達
のいいところを考えたり、伝
えあったりする。
・良いと思った行動や言葉
を見つけたら「いいね！ハッ
ピーシール」を貼る。

1

夏休みの間、規則正
しい日常生活を送ろ
うとする態度を養う。
（実践意欲と態度）

夏休みの間、規則正しい日常
生活を送ろうとしている。（実
践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

楽しい夏休みを過ごす
ために
【家族愛、家庭生活の
充実】

・夏休みをよりよく過ごせる
よう、約束やきまりを確認す
る。パワーポイント等

1

目標を持って勉強や
仕事を行う大切さが
分かり、自分でやろう
と決めたことは、粘り
強くやり続けようとす
る。（実践意欲と態
度）

目標を持って勉強や仕事を
行う大切さが分かり、自分で
やろうと決めたことは、粘り強
くやり続けようとしている。（実
践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

二学期がんばるぞ！
【よりよい学校生活、集
団生活の充実】

・二学期に頑張りたい事を
お互いに話し合う。
・事前学習やがんばろう会
等を通して励ましや賞賛を
受け、意識を高める。

1

日頃お世話になって
いる祖父母に感謝の
気持ちを持ち、感謝を
表す言葉を知る。（心
情）

日頃お世話になっている祖父
母に感謝の気持ちを持ち、感
謝を表す言葉を知ろうとして
いる。（心情）
【評価資料】
活動の様子、発表

感謝の気持ちを伝えよ
う（２）
【B 感謝：C 家族愛、
家庭生活の充実】

・「敬老の日」にちなんだ絵
本やパネルシアター教材な
どを見る。
・祖父母に遊んでもらったり
優しくしてもらったりしてい
ることを振り返る。ありがと
うの気持ちの伝え方のロー
ルプレイをする。

1

場所や時間を意識し
た挨拶、言葉遣いを
心掛けようとする態度
を養う。（実践意欲と
態度）

場所や時間を意識した挨拶、
言葉遣いを心掛けようとして
いる。（実践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

考えて挨拶しよう
【B　礼儀：B 正直、誠
実、Cよりよい学校生
活、」集団生活の充
実】

・自分や友達の学校生活を
振り返って考えることができ
るよう、映像やロールプレイ
等を行う。

1

他国の文化に親しみ
を持ち、積極的に関
わっていこうとする心
情を育てる。(心
情)(実践意欲と態
度)

他国の文化に親しみを持ち、
積極的に関わっていこうとす
している。(心情)(実践意欲と
態度)
【評価資料】
活動の様子、発表

ハッピー！ハロウィン！
【C国際理解、国際親
善：C伝統と文化の尊
重、国や郷土を愛する
態度】

・外国のハロウィンの様子
を動画で見る。やってみた
いことについて話し合う。動
画、衣装、ロールプレイ等を
行う。

一
学
期

二
学
期
（
１
６
）



3

友達と気持ちのよい
生活を送るための自
分や友達の気持ちが
分かり、自分の感情
や気持ちを受け止
め、行動を直していこ
うとする態度を養う。
（心情・実践意欲と態
度）

友達と気持ちのよい生活を
送るための自分や友達の気
持ちが分かり、自分の感情や
気持ちを受け止め、行動を直
していこうとしている。（心情・
実践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

いかりモンスターをやっ
つけろ
【A 個性の伸長：B 友
情、信頼、B 相互理解、
寛容、D よりよく生きる
喜び】

・人型モデルを活用して、自
分や友達の感情を視覚化
する。
・自分の気持ちが落ち着く
こと（好きなこと）を考えて、
書き出して確認する。

3

相手の気持ちを考え
て、生活の中で優しく
思いやる言葉遣いで
接しようとする。（実践
意欲と態度）

相手の気持ちを考えて、生活
の中で優しく思いやる言葉遣
いで接しようとしている。（実
践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

⑤ふわふわことば
【B親切、思いやり：B
友情、信頼
B 相互理解、寛容】

・ふわふわ言葉、ちくちく言
葉の絵本やパネルシアター
を見て考える。
・ホワイトボードミーティング
やディスカッションを行う。

1

日頃、自分たちの学
校生活を支えてくれ
たり助けてくれたりし
ている人々に感謝の
心情を育てる。（実践
意欲と態度）

日頃、自分たちの学校生活を
支えてくれたり助けてくれたり
している人々に感謝をしよう
としている。（実践意欲と態
度）
【評価資料】
活動の様子、発表

⑦お仕事ありがとう！
【B 感謝：C 勤労、公
共の精神】

・「勤労感謝の日」にちなん
だ絵本やパネルシアター教
材などを観る。
・どんな仕事があるのか、自
分はどんな仕事をしたいの
か話し合う。ホワイトボード
ミィーティングやディスカッ
ションを行う。

2

美しいものや清らか
なものに感動する心
情を育てる。（心情）

美しいものや清らかなものに
感動しようとしている。（心
情）
【評価資料】
活動の様子、発表

劇を観よう
【D　感動、畏敬の念：C
伝統や文化の尊重、国
や郷土を愛する態度】

・観劇に出かける。
・事前に絵本やパネルシア
ター教材等を見て、劇の内
容について知る。
・事後学習にて、感想発表
をする。

2

自分の長所、友達の
長所を考えて、伝え
あったり、褒めあった
りすることで、お互い
を認め合う心情を育
てる。（心情）

自分の長所、友達の長所を
考えて、伝えあったり、褒め
あったりすることで、お互いを
認め合うとしている。（心情）
【評価資料】
活動の様子、発表

「いいね！」でハッピー！
（２）
【B　相互理解、寛容：A
個性の伸長、A　真理
の探究、D よりよく生き
る喜び】

・自分のいいところや友達
のいいところを考えたり、伝
えあったりする。
・良いと思った行動や言葉
を見つけたら「いいね！ハッ
ピーシール」を貼る。

1

学級や学校の一員と
して過ごしてきた学校
生活を振り返る。(実
践意欲と態度)

学級や学校の一員として過
ごしてきた学校生活を振り返
ろうとしている。(実践意欲と
態度)

⑪２学期を振り返ろう
【よりよい学校生活、集
団生活の充実】

・学期の出来事を振り返る。
・頑張ったこと、楽しかった
ことを発表する。

1

冬休みの間、規則正
しい日常生活を送ろ
うとする態度を養う。
（実践意欲と態度）

冬休みの間、規則正しい日常
生活を送ろうとしている。（実
践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

楽しい冬休みを過ごす
ために
【家族愛、家庭生活の
充実】

・年末年始の行事を知る。
・冬休みをよりよく過ごせる
よう、約束やきまりを確認す
る。

1

日本の文化や伝統に
親しむ。(心情）

日本の文化や伝統に親しも
うとしている。(心情）
【評価資料】
活動の様子、発表

あけましておめでとうご
ざいます
【伝統や文化の尊重、
国や郷土を愛する態
度】

・正月の挨拶や伝統的な遊
びを知る。お正月ごっこや
新年の挨拶をし合う。ロー
ルプレイ、絵本等

二
学
期



1

学校が始まることを
知り、時間を守り、き
ちんとした学校生活
をしようとする態度を
養う。（実践意欲と態
度）

学校が始まることを知り、時
間を守り、きちんとした学校
生活をしようとしている。（実
践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

3学期頑張るぞ【C　よ
りよい学校生活、集団
生活の充実】

・三学期に頑張りたい事を
お互いに話し合う。ペープ
サート、ホワイトボードミー
ティング
・事前学習やがんばろう会
等を通して励ましや賞賛を
受け、意識を高める。

1

マラソン大会を意識
し、最後まで走る意欲
を高める。（実践意欲
と態度）

マラソン大会を意識し、最後
まで走ろうとしている。（実践
意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

マラソン大会に向けて
【A　希望と勇気、努力
と強い意志：D よりよく
生きる喜び】

・マラソン大会の目標を確
認する。動画で頑張って
走っている姿を見て、応援
の仕方を学ぶ。

2

自分たちの成長を振
り返り、両親や先生、
友達など周りの人々
に感謝する心情を育
てるとともに、感謝の
気持ちを伝える。（心
情・実践意欲と態度）

自分たちの成長を振り返り、
両親や先生、友達など周りの
人々に感謝する心情を育てる
とともに、感謝の気持ちを伝
えようとしている。（心情・実
践意欲と態度）
【評価資料】
活動の様子、発表

十三祝いおめでとう、
ありがとう
【B 感謝：C 家族愛、
家庭生活の充実】

・十三祝いに向けて、自分
の成長過程を写真で振り
返ったり、保護者から幼い
頃の話を聞いたりする。
・十三祝いで周りの人に感
謝の気持ちを伝える。

1

自分の長所、友達の
長所を考えて、伝え
あったり、褒めあった
りすることで、お互い
を認め合う心情を育
てる。（心情）

自分の長所、友達の長所を
考えて、伝えあったり、褒め
あったりすることで、お互いを
認め合おうとしている。（心
情）
【評価資料】
活動の様子、発表

「いいね！」でハッピー
（３）
【B　相互理解、寛容：A
個性の伸長、A　真理
の探究、D よりよく生き
る喜び】

・自分のいいところや友達
のいいところを考えたり、伝
えあったりする。
・良いと思った行動や言葉
を見つけたら「いいね！ハッ
ピーシール」を貼る。

1

六年生との思い出
を振り返り、卒業を
祝い心情を育てる。
（心情）

六年生との思い出を振り返
り、卒業を祝いしよとしてい
る。（心情）
【評価資料】
活動の様子、発表

お兄さん、お姉さん、
ありがとう
【よりよい学校生活、
集団生活の充実】

・六年生と関わった活動、
思い出を振り返り、お別れ
することを知り、感謝の気
持ちを伝える。VTR、パ
ワーポイント等

1

１年間の学校生活
で経験を振り返り、
自分の成長を感じ、
最終学年の六年生
への期待感、使命感
をもつ。（心情）

１年間の学校生活で経験
を振り返り、自分の成長を
感じ、最終学年の六年生へ
の期待感、使命感を持とう
としている。（心情）
【評価資料】
活動の様子、発表

もうすぐ六年生
【よりよい学校生活、
集団生活の充実】

この１年間の学校生活で
の楽しい経験を振り返
る。・最終学年の六年生に
なることを知り、期待感、
使命感をもつ。

三
学
期
　
（
８
）



令和６年度

担当者 教科書／副教材

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名
単元・題材の活動

内容
（知及技）
儀式的行事の意義や、その場
にふさわしい参加の仕方につ
いて理解し、厳粛な場における
マナー等の規律、気品のある行
動の仕方などを身に付けるよう
にする。

（知・技）
儀式的行事の意義や、その
場にふさわしい参加の仕方
について理解し、厳粛な場に
おけるマナー等の規律、気品
のある行動の仕方などを身
に付けている。

１学期始業式 ①始業式
・行事の意義
・場にふさわしいマ
ナー

（思判表力）
自分の目標をみんなの前で発
表できるようにする。

（思･判･表）
教師や自分で考えた１学期
の目標を、みんなの前で発表
することができている。

「目標を立てよ
う」

②「1学期頑張ろう
会」
・目標を立て、キャリ
アパスポートに記入
し、発表する。

（学･人)
学級生活を楽しくするために、
見通しをもったり振り返ったりし
ながら、自己の考えをもち、役
割を意識して集団活動に取り
組もうとすることができるように
する。

（主学）
学級生活を楽しくするため
に、見通しをもったり振り返っ
たりしながら、自己の考えを
もち、役割を意識して集団活
動に取り組もうとしている。

「ようこそはなさ
きへ」

③「新しいお友達を
迎える会」
・新しくはなさきにき
た友達を歓迎する。

（知及技）
災害等の非常時から身を守る
ことなどについてその意義を理
解し、必要な行動の仕方など
身に付けてい

（知・技）
災害等の非常時から身を守
ることなどについてその意義
を理解し、必要な行動の仕方
など身に付けている。

交通安全教室
火災避難訓練

④交通安全教室、火
災避難訓練
・安全な行動の仕方
を知る。
・おはしもち
・避難経路の確認

一
学
期

26

   学部　５ 年　（Ⅱ課程Ａ） 特別活動  科　年間指導計画　

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動をする上で必要となることについて理
解し、行動の仕方を身に  付けるようにする。
(思判表力)集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を
図ったり、意思決定したりすることができるようにする。
(学･人)　自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及
び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の 生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとす
る態度を養う。

単位数
／配当時

児童生徒

74 小学部5年(13名)



（知及技）
集団宿泊的行事に必要な行動
の仕方を身に付けるようにす
る。
（思判表力）
平素とは異なる生活環境の中
での集団生活の在り方ついて
考えたり、共に協力し合ったり
しながら実践することができる
ようにする。
（学・人）
日常とは異なる環境や集団生
活において、自然や文化などに
関心をもち、見通しをもったり
振り返ったりすうことができる。

（知・技）
集団宿泊的行事に必要な行
動の仕方を身に付けている。
（思･判･表）
平素とは異なる生活環境の
中での集団生活の在り方つ
いて考えたり、共に協力し
合ったりしながら実践してい
る。
（主学）
日常とは異なる環境や集団
生活において、自然や文化な
どに関心をもち、見通しをもっ
たり振り返ったりしようとして
いる。

宿泊学習 ⑤宿泊学習
・社会生活で必要な
行動
・他者との協力
・集団行動

（知及技）
各学年の発表を聞いて、他の
友達の頑張っていることについ
て理解できるようにする。
（思判表力）
自分たちの発表の内容や取り
組み方について話し合って決
めることができるようにする。
（学･人）
話し合って決めたことを、計画
的に実践できるようにする。

（知・技）
ろう学校や島袋小学校の発
表を聞いて、他の友達の頑
張っていることについて理解
している。
（思･判･表）
交流内容について話し合って
決めている。
（主学）
教師や学級の友達と話し
合って決めたことを、計画的
に実践しようとしている。

交流学習（ろう
学校、島袋小学
校）

⑥交流学習
・交流学習を通して
コミュニケーションを
取る。
・学校や学級の良さ
を伝える。
・紹介する方法を考
える。
・他校の良さを知る。

（知及技）
今学期頑張ったことやできるよ
うになったことを振り返ることが
できるようにする。
（思判表力）
自己や集団の生活の課題を見
出し、解決するために話し合う
ことができるようにする。
（学･人）
自分のよさや成長を自覚し、こ
れからの生活に主体的に取り
組むことができるようにする。

（知・技）
今学期の頑張ったことやでき
るようになったことを振り返る
ことができている。
（思･判･表）
自己や集団の生活の課題を
見出し、解決するために話し
合うことができている。
（主学）
自分の良さや成長を自覚し、
これからの生活に主体的に
取り組もうとしている。

「1学期を振り
返ろう」

⑦「1学期頑張った
会」
・1学期頑張ったこと
や目標達成に向けて
取り組んだことを発
表する。

（知及技）
夏休みの意義や過ごし方につ
いて理解できるようにする。
（思判表力）
健康や安全に留意した過ごし
方について考えることができる
ようにする。

（知・技）
教師の話を聞いて、夏休みの
意義や過ごし方について理
解している。
（思･判･表）
健康や安全に留意した過ご
し方について考えている。

「もうすぐ楽しい
夏休み」

⑧「夏休みの過ごし
方」
・夏休みの過ごし方
について確認をする。

（思判表力）
学校や学年の一員として、より
よい学校生活にするために、新
しい生活への希望をもって、集
団の場におて規則正しく行動
するようにする。

（思・判・表）
学校や学年の一員として、よ
りよい学校生活にするため
に、新しい生活への希望を
もって、集団の場におて規則
正しく行動している。

１学期終業式 ⑨終業式
・行事の意義
・場にふさわしいマ
ナー

一
学
期

26



（知及技）
儀式的行事の意義や、その場
にふさわしい参加の仕方につ
いて理解し、厳粛な場における
マナー等の規律、気品のある行
動の仕方などを身に付けるよう
にする。

（知・技）
儀式的行事の意義や、その
場にふさわしい参加の仕方
について理解し、厳粛な場に
おけるマナー等の規律、気品
のある行動の仕方などを身
に付けている。

２学期始業式 ⑩始業式
・行事の意義
・場にふさわしいマ
ナー

（知及技）
行事や期間について理解でき
るようにする。
（思判表力）
自分の目標をみんなの前で発
表できるようにする。
（学･人）
友達の発表を聞いて互いのよ
さを見付けることができるよう
にする。

（知・技）
学校行事の内容や取り組み
期間について理解できてい
る。
（思･判･表）
教師や自分で考えた目標を、
みんなの前で発表することが
できている。
（主学）
学級や学年の友達の目標を
聞いて、お互いのよさを見付
けようとしている。

「目標を立てよ
う」

⑪「２学期頑張ろう
会」
・２学期の目標と学
年目標を立て、キャリ
アパスポートに記入
し、発表する。

（知及技）
災害等の非常時から身を守る
ことなどについてその意義を理
解し、必要な行動の仕方など
身に付けている。
（思判表力）
学校や学年の一員として、健全
な生活にするために、自己の健
康や安全についての課題や解
決策について考え、適切に判
断することができるようにする。

（知・技）
災害等の非常時から身を守
ることなどについてその意義
を理解し、必要な行動の仕方
など身に付けている。
（思･判･表）
学校や学年の一員として、健
全な生活にするために、自己
の健康や安全についての課
題や解決策について考え、適
切に判断し実践している。

地震津波火災
避難訓練

⑫地震津波火災避
難訓練
・安全な行動の仕方
を知る。
・災害の種類
・おはしもち
・避難経路の確認

（知及技）
体育的な集団活動の意義を理
解し、規律ある集団行動の仕
方などを身に付けるようにす
る。
（思判表力）
安全についての課題や解決策
について考えたり、運動するこ
とのよさについて考えたりし、適
切に判断することができるよう
にする。
（学･人)
健康安全・体育的行事に積極
的に取り組もうとする態度を養
う。

（知・技）
体育的な集団活動の意義を
理解し、規律ある集団行動の
仕方などを身に付けている。
（思･判･表）
安全についての課題や解決
策について考えたり、運動す
ることのよさについて考えた
りし、適切に判断し実践して
いる。
（主学）
健康安全・体育的行事に積
極的に取り組もうとしている。

運動会 ⑬運動会
・学習成果の発表
・多様な学び

（学･人)
学級生活を楽しくするために、
見通しをもったり振り返ったりし
ながら、自己の考えをもち、役
割を意識して集団活動に
取り組もうとすることができるよ
うにする。

（主学）
学級生活を楽しくするため
に、見通しをもったり振り返っ
たりしながら、自己の考えを
もち、役割を意識して集団活
動に取り組もうとしている。

お楽しみ会 ⑭お楽しみ会
・レクやゲームを楽し
みながら、会に参加
する。

二
学
期

32



（知及技）
今学期頑張ったことやできるよ
うになったことを振り返ることが
できるようにする。
（思判表力）
自己や集団の生活の課題を見
出し、解決するために話し合う
ことができるようにする。
（学･人）
自分のよさや成長を自覚し、こ
れからの生活に主体的に取り
組むことができるようにする。

（知・技）
今学期の頑張ったことやでき
るようになったことを振り返る
ことができている。
（思･判･表）
自己や集団の生活の課題を
見出し、解決するために話し
合うことができている。
（主学）
自分の良さや成長を自覚し、
これからの生活に主体的に
取り組もうとしている。

「２学期を振り
返ろう」

⑮「２学期頑張った
会」
・２学期頑張ったこと
や目標達成に向けて
取り組んだことを発
表する。

（学･人）
厳粛で清新な気分を味わい、
儀式的行事を節目として、見通
しをもったり振り返ったりしなが
ら、これからの生活への希望や
意欲を高め、儀式的行事に積
極的に取り組もうとする態度を
養う。

（主学）
厳粛で清新な気分を味わ
い、儀式的行事を節目とし
て、見通しをもったり振り返っ
たりしながら、これからの生
活への希望や意欲を高め、
儀式的行事に積極的に取り
組もうとしている。

2学期終業式 ⑯終業式
・行事の意義
・場にふさわしいマ
ナー

（思判表力）
学校や学年の一員として、より
よい学校生活にするために、新
しい生活への希望をもって、集
団の場におて規則正しく行動
するようにする。
（学･人）
厳粛で清新な気分を味わい、
儀式的行事を節目として、見通
しをもったり振り返ったりしなが
ら、これからの生活への希望や
意欲を高め、儀式的行事に積
極的に取り組もうとする態度を
養う。

（思・判・表）
学校や学年の一員として、よ
りよい学校生活にするため
に、新しい生活への希望を
もって、集団の場におて規則
正しく行動している。
（主学）
厳粛で清新な気分を味わ
い、儀式的行事を節目とし
て、見通しをもったり振り返っ
たりしながら、これからの生
活への希望や意欲を高め、
儀式的行事に積極的に取り
組もうとしている。

3学期始業式 ⑰始業式
・行事の意義
・場にふさわしいマ
ナー

（知及技）
行事や期間について理解でき
るようにする。
（思判表力）
自分の目標をみんなの前で発
表できるようにする。
（学･人）
友達の発表を聞いて互いのよ
さを見付けることができるよう
にする。

（知・技）
学校行事の内容や取り組み
期間について理解できてい
る。
（思･判･表）
教師や自分で考えた目標を、
みんなの前で発表することが
できている。
（主学）
学級や学年の友達の目標を
聞いて、お互いのよさを見付
けようとしている。

「目標を立てよ
う」

⑱「３学期頑張ろう
会」
・３学期の目標と学
年目標を立て、キャリ
アパスポートに記入
し、発表する。

三
学
期

16

二
学
期

32



(知及技）
今まで歩みを振り返ることがで
きる。
（思判表力）
今まで育ててくれた方々に感謝
の気持ちを伝えることができ
る。
（学･人)
計画を立てて自主的に取り組
むことができるようにする。

（知・技）
今まで歩みを振り返ることが
できている。
（思･判･表）
今まで育ててくれた方々に感
謝の気持ちを伝えることがで
きている。
（主学）
計画を立てて自主的に取り
組もうとしている。

｢13祝いおめで
とう｣

⑲｢13祝い｣
・今までの歩みを振
り返るとともに、これ
からの将来について
期待感をもつ。

(知及技）
行事の日程や自分達の出番に
ついて理解し、見通しを立てる
ことができるようにする。
（思判表力）
よりよい演技にするために必要
なことについて話し合うことが
できるようにする。
（学･人)
練習を自主的に取り組むこと
ができるようにする。

（知・技）
行事の日程や自分達の出番
について理解し、見通しを立
てることができている。
（思･判･表）
よりよい演技にするために必
要なことについて話し合うこ
とができている。
（主学）
練習を自主的に取り組もうと
している。

｢６年生ありがと
う｣

⑳｢６年生を送る会｣
・６年生の歩みを振り
返ったり、感謝の気
持ちを伝えたりする。

(知及技）
今学期頑張ったことやできるよ
うになったことを振り返ることが
できるようにする。
（思判表力）
自己や集団の生活の課題を見
出し、解決するために話し合う
ことができるようにする。

（知・技）
今学期頑張ったことやできる
ようになったことを振り返るこ
とができている。
（思･判･表）
自己や集団の生活の課題を
見出し、解決するために話し
合うことができている。

｢３学期(５年生)
を振り返って｣

㉑｢３学期(５年生)頑
張った会｣
・３学期頑張ったこと
や目標達成に向けて
取り組んだことを発
表する。

(知及技）
自分の目標を立てることができ
るようにする。
（思判表力）
目標の実現に向けて、何が必
要なのかを考えることができる
ようにする。

（知・技）
自分の目標を立てることがで
きている。
（思･判･表）
目標の実現に向けて、何が必
要なのかを考えることができ
ている。

｢もうすぐ６年
生｣

㉒｢６年生に向けて｣
・最高学年になること
を自覚して、期待感
をもつ。

（学･人）
厳粛で清新な気分を味わい、
儀式的行事を節目として、見通
しをもったり振り返ったりしなが
ら、これからの生活への希望や
意欲を高め、儀式的行事に積
極的に取り組もうとする態度を
養う。

（主学）
厳粛で清新な気分を味わ
い、儀式的行事を節目とし
て、見通しをもったり振り返っ
たりしながら、これからの生
活への希望や意欲を高め、
儀式的行事に積極的に取り
組もうとしている。

修了式、離任式 ㉓修了式、離任式
・行事の意義
・場にふさわしいマ
ナー

留意点
引継ぎ等

三
学
期

16



担当者 教科書／副教材

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名
単元・題材の活動

内容

年
間
を
通
し
て

（知乃技）異年齢集団の人に
関心を持ち、関わりながら活動
することができる。（小生活３段
階）
（思判表力）先輩と一緒に作り
出す喜びや協力する経験を味
わう。（小図工３段階）
（学・人）他者と関わりをもちな
がら、つくりだす喜びを味わい、
楽しく豊かな生活に活かそうと
することができる。（小図工３段
階）

（知乃技）異年齢集団の人に
関心を持ち、関わりながら活動
しようとしている。
（思・判・表）先輩と一緒に作り
出す喜びや協力する経験を味
わおうとしている。
（主学）他者と関わりをもちな
がら、つくりだす喜びを味わい、
楽しく豊かな生活に活かそうと
している。
【評価資料】
活動の様子で評価する。

コーポレーション
タイム

・窯業班の先輩の
様子を見たり､一緒
に協力したりして活
動を体験する。

目標：(知及技)知識及び技能(思判表力)思考力、判断力、表現力等(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能  (思･判･表)思考･判断・表現　(主学)主体的に学習に取り組む態度

令和６年度　小学部５年（Ⅱ課程Ａ）生活単元学習　年間指導計画

単位数
／配当時

数
児童生徒

74 小学部5年（13名）

年間目標

(知及技)活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴のよさ、それらの関
わり等に気付くとともに、生活に必要な習慣や技能を身に付けることができる(生活小３段階)
(思判表力)自分自身や身の回りの生活のことや、身近な人々、社会及び自然と自分との関わりについ
て理解し、考えたことを表現することができる(生活小３段階)
(学･人)自分のことに取り組んだり、身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学
んだり、生活を豊かにしようとしたりすることができる(生活小３段階)

(知及技）形や色などの違いに気付き、表したいことを基に材料や用具を使い、表し方を工夫してつくる
ようにする。（図工小３段階）
(思判表力)表したいことを思い付いたり、作品などの面白さや楽しさを感じ取ったりすることができるよ
うにする。（図工小３段階）
(学･人)進んで表現や鑑賞の活動に取り組み、つくりだす喜びを感じるとともに、形や色などに関わるこ
とにより楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。（図工小３段階）

(特別活動：知及技）
多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動をする上で必要となることについて理解し、行動
の仕方を身に付けるようにする。
(特別活動：思判表力)
集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思
決定したりすることができるようにする。
(特別活動：学･人)
自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関
係をよりよく形成するとともに、自己の 生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養
う。



(知及技)
表したいことに合わせて､材料
や用具を使い、表し方を工夫し
て作ることができる
(思判表力)
感じたこと、想像したこと、見た
ことから表したいことを思い付
き、自分なりに表現することが
できる
(学・人)
進んで表現したり、鑑賞したり
する活動を通して、楽しく豊か
かな生活を創造しようとする態
度を養うことができる。

(知・技）
・身の回りにある材料や用具を
自分から選んで使ったり、表し
た形や色などを意味付けて、形
や色などを作ったり変形したり
しようとしている。
(思･判･表)
・身近にあるいろいろな材料を
見立て、様々な材料に触れ、児
童の感情や経験から感じたこと
をつくりたいと思ったり、活動し
たりしている。
(主学)
・形や色などに興味を示したり、
材料や用具に対して感心を示
したりして、つくり出す活動に意
欲的に取り組もうとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する。

・季節の飾りや
作品を作ろう

・子どもの日、七夕
等、季節や行事を感
じながら、好きな材
料や用具を選んで、
色や形、感触を楽し
みながら、制作活動
に取り組む。

（知及技）
遠足・集団宿泊的行事の意義
や校外における集団生活の在
り方，公衆道徳などについて理
解し，必要な行動の仕方を身
に付けるようにする。
（思判表力）
学校や学年の一員として，より
よい集団活動にするために，平
素とは異なる生活環境の中で
の集団生活の在り方ついて考
えたり，共に協力し合ったりしな
がら実践することができるよう
にする。
（学・人）
日常とは異なる環境や集団生
活において，自然や文化などに
関心をもち，見通しをもったり
振り返ったりしながら，遠足・集
団宿泊的行事に積極的に取り
組もうとする態度を養う。

（知・技）
遠足・集団宿泊的行事の意義
や校外における集団生活の在
り方，公衆道徳などについて理
解し，必要な行動の仕方を身に
付けている。
（思･判･表）
学校や学年の一員として，より
よい集団活動にするために，平
素とは異なる生活環境の中で
の集団生活の在り方ついて考
えたり，共に協力し合ったりしな
がら実践している。
（主学）
日常とは異なる環境や集団生
活において，自然や文化などに
関心をもち，見通しをもったり振
り返ったりしながら，遠足・集団
宿泊的行事に積極的に取り組
もうとしている。

・宿泊学習事前
学習
・宿泊学習事後
学習

宿泊学習
・社会生活で必要
な行動
・他者との協力
・集団行動
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（知乃技）身近な公共施設の
使い方を知ることができる。
（小生活３段階）
（思判表力）約束を確認した
り、学習でできたことを振り返
ることができる。（小生活３段
階）
（学・人）日常生活に関わりの
ある公共施設などを、活用しよ
うとすることができる。（小生活
３段階）

（知乃技）身近な公共施設の
使い方を知ろうとしている。
（思・判・表）約束を確認した
り、学習でできたことを振り返ろ
うとしている。
（主学）日常生活に関わりのあ
る公共施設などを、活用しよう
としている。
【評価資料】
活動の様子で評価する。

校外学習
・事前学習
・事後学習

・事前学習のスライ
ドを見て、校外学習
の日程や内容につ
いて知る。
・活動を振り返り発
表する。

一
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（知及技）
各学年の発表を聞いて、他の
友達の頑張っていることについ
て理解できるようにする。
（思判表力）
自分たちの発表の内容や取り
組み方について話し合って決
めることができるようにする。
学･人
話し合って決めたことを、計画
的に実践できるようにする。

（知・技）
ろう学校や島袋小学校の発表
を聞いて、他の友達の頑張って
いることについて理解している。
（思･判･表）
交流内容について話し合って決
めている。
（主学）
教師や学級の友達と話し合っ
て決めたことを、計画的に実践
しようとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する。

・沖縄ろう学校、
島袋小学校との
交流会

・沖縄ろう学校や島
袋小学校の児童と
一緒にレクやゲーム
等の活動をする。

（知乃技）身近な公共施設の
使い方を知ることができる。
（小生活３段階）
（思判表力）約束を確認した
り、学習でできたことを振り返
ることができる。（小生活３段
階）
（学・人）日常生活に関わりの
ある公共施設などを、活用しよ
うとすることができる。（小生活
３段階）

（知乃技）身近な公共施設の
使い方を知ろうとしている。
（思・判・表）約束を確認した
り、学習でできたことを振り返ろ
うとしている。
（主学）日常生活に関わりのあ
る公共施設などを、活用しよう
としている。
【評価資料】
活動の様子で評価する。

校外学習
・事前学習
・事後学習

・事前学習のスライ
ドを見て、校外学習
の日程や内容につ
いて知る。
・活動を振り返り発
表する。

(知及技)
表したいことに合わせて､材料
や用具を使い、表し方を工夫し
て作ることができる
(思判表力)
感じたこと、想像したこと、見た
ことから表したいことを思い付
き、自分なりに表現することが
できる
(学・人)
進んで表現したり、鑑賞したり
する活動を通して、楽しく豊か
かな生活を創造しようとする態
度を養うことができる。

(知・技）
・身の回りにある材料や用具を
自分から選んで使ったり、表し
た形や色などを意味付けて、形
や色などを作ったり変形したり
しようとしている。
(思･判･表)
・身近にあるいろいろな材料を
見立て、様々な材料に触れ、児
童の感情や経験から感じたこと
をつくりたいと思ったり、活動し
たりしている。
(主学)
・形や色などに興味を示したり、
材料や用具に対して感心を示
したりして、つくり出す活動に意
欲的に取り組もうとしている。
【評価資料】
活動の様子で評価する。

・制作しよう ・子どもの日、七夕
等、季節や行事を感
じながら、好きな材
料や用具を選んで、
色や形、感触を楽し
みながら、制作活動
に取り組む。
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(知及技)植物栽培を通して、そ
の特徴に気付き、収穫物を調
理して料理することができる
(小3段階)
(思判表力)栽培を通して、生き
物やの興味や関心を持ったり、
天候や季節の特徴に関心を
持ったりすることができる(小3
段階)
(学・人)教師と一緒に収穫した
野菜を使って簡単な調理する
ことができる(小3段階)

(知・技)植物栽培を通して、そ
の特徴に気付き、収穫物を調
理している
(思・判・表)栽培を通して、生き
物やの興味や関心を持ったり、
天候や季節の特徴に関心を
持ったりしている
(主学)教師と一緒に収穫した
野菜を使って簡単な調理をしよ
うとしている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・植物を育て観
察しよう

・植物の栽培と観察
・写真を撮るなどし
て記録する

(知及技)十三祝いの計画や実
施にむけて自分の役割を理解
し、準備することができる(小3
段階)
(思判表力)十三祝いの準備す
ることについて、アイディアを出
したり、自分ができる仕事を選
んだりすることができる(小3段
階)
(学・人)自ら十三祝いの計画
や実施に向けての役割を果た
そうとすることができる(小3段
階)

(知・技)十三祝いの計画や実
施にむけて自分の役割を理解
し、準備している
(思・判・表)十三祝いの準備す
ることについて、アイディアを出
したり、自分ができる仕事を選
んだりしている
(主学)自ら十三祝いの計画や
実施に向けての役割を果たそう
としている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・13祝いを計画
しよう

・感謝の手紙を書く
・飾り作り
・プログラム作成
・感謝の歌

(知及技)自分の成長の振り返
りを通して、身近な人との簡単
な応対するための知識や技能
を身に付けることができる(小3
段階)
(思判表力)身近な人と自分と
の関わりがわかり、それを他者
に伝えることができる（小3段
階）
(学・人)自分から家族に質問
をしたり、進んで発表したり、身
の回りの人に感謝したりするこ
とができる(小3段階)

(知・技)自分の成長の振り返り
を通して、身近な人との簡単な
応対するための知識や技能を
身に付けている
(思・判・表)近な人と自分との
関わりがわかり、それを他者に
伝えている
(主学)自分から家族に質問を
したり、進んで発表したり、身の
回りの人に感謝したりしようとし
ている
【評価資料】
活動の様子を評価する

・僕、私の名前
の意味
・生まれた時の
家族の気持ち
・僕、私の家族
について
・こんなに大きく
なったよ

・自分史作り
・身体図作り
・両親へのプレゼン
ト作り
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